
2

立命館大学�

題字・末川博名誉総長
Ritsumeikan University 
Alumni Association
立命館大学校友会報

海外へはばたく
立命人たち

特集1

APUは
新たな挑戦へ

特集3

校友会
新執行部発足

特集2

輝くひと
Brilliance 

50

帽
子
を
”自
分
再
発
見
“の
種
に

阪
本
智
香
さ
ん
（
'00
経
営
）
帽
子
作
家



輝くひと
阪本智香さん

RITSUMEI  INTERVIEW 
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酒井達雄 理工学部教授
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立命人たち
佐藤　満さん/谷垣健太郎さん
八田真太さん/エンゴーリーさん
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APUは
新たな挑戦へ
モンテカセム学長

帽子作家

阪本智香さん
（'00経営）

校友大会2004のご案内

校友会ネットワーク

こんな会あります
インドネシア校友会
静岡県校友会

BKC10周年を迎えて

Rits One 時の学生

小浮正典さん
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学生のスポーツ＆イベント
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｢帽子は、その日の気分や雰囲気をも変えてくれます。
同じ帽子でも、かぶる角度やつばの上げ方を少し整え
るだけで、いろいろな表情を作り出せますよ｣。

阪本さんは帽子によって生きる道まで変えた。会社
員時代、手芸の本を頼りに一つ作ってみたことで、帽
子のもつ演出力と、手仕事から得られる充実感のとり
こになったのがきっかけだった。独学で縫製法やデザ
イン、材料を研究するうちに、「私にも作って」と、周
囲から声がかかりはじめた。「本当に満足できることに
時間を使い、腕一本で自分を支えられるようになりた
い」と、会社を辞め、全くのゼロから出発したのが2年
前のことだ。現在では、“Semilla”（セミージャ・種を
意味するスペイン語）のブランド名を冠したオリジナ
ルラインナップと、それをベースとしたセミオーダー
帽子の展開をしている。

顧客は神戸周辺の山の手地区に多い。シンプルで主
張し過ぎない、小粋な帽子。「ラインのきれいさ、質の
良さが引き立つように、引き算のデザインを心掛けて
います」。顧客と接するときには、かぶり方の提案など
を足し算でじっくりと。「お客様の先入観を解きほぐし、
一味違うご自分を発見していただく過程が楽しみで
す」。一つひとつの帽子が、相手の笑顔を引き出す“種”
になってほしいと願い、喜んでくれる人たちを鏡にし
て、自分の存在を実感すると言う阪本さん。

苦しかった時期も、不安や迷いを振り切ってこの道
に賭けた。努力の花の蕾がほころび、爽やかに香りは
じめている。 http://semilla.or.tv/

（写真・小幡豊　文・寺田直子）
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Special 1

特 集 1

海
外
へ
は
ば
た
く

世代によって、国境に対する意識や

海外経験の内容の違いこそあるものの、

異文化を尊ぶ真摯な心や、それを楽しむおおらかさ、

困難をものともしないエネルギーは同じである。

APU校友を含めた四人の方に、

海外と触れ合う時の心構えや秘訣について、

各々の立場から語っていただいた。

活躍の場を海外に求める校友が増えている。

ある人は大志を抱き海を渡り、またある人は、

日常生活の一部として庭のように各国を歩く。

憧れて留学した日本で、そのまま働き続ける若者もいる。

世代によって、国境に対する意識や

海外経験の内容の違いこそあるものの、

異文化を尊ぶ真摯な心や、それを楽しむおおらかさ、

困難をものともしないエネルギーは同じである。

立 命 人 た ち

Rits Alumni playing 
an active role overseas
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三
八
カ
国
放
浪
旅
行
の
効
用

私
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の

原
点
は
、
大
学
卒
業
直
後
に
決
行
し
た

世
界
三
八
カ
国
無
銭
旅
行
に
あ
り
ま
す
。

何
と
し
て
も
世
界
を
自
分
の
目
で
見
た

い
と
、
旧
ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ

リ
カ
北
部
、
中
東
、
ア
ジ
ア
…
、
一
年

半
を
か
け
て
放
浪
し
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
、
何
と
か
ア
ル
バ
イ
ト
や
ヒ

ッ
チ
ハ
イ
ク
も
で
き
ま
し
た
が
、
イ
ス

ラ
ム
圏
に
入
る
と
難
し
く
な
り
、
盗
難

に
も
遭
っ
て
と
う
と
う
物
乞
い
を
す
る

こ
と
に
。
恥
の
気
持
ち
も
消
え
て
し
ま

っ
た
頃
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
通
り
が
か
り

の
日
本
人
商
社
マ
ン
が
七
〇
ド
ル
も
恵

ん
で
く
れ
た
の
で
す
。
有
難
さ
と
惨
め

さ
が
入
り
混
じ
る
中
で
、「
何
の
た
め
に

こ
こ
ま
で
来
た
の
か
。
必
ず
世
界
を
股

に
か
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
な
ろ
う
」

と
決
心
し
ま
し
た
。

こ
の
旅
で
た
く
さ
ん
の
親
切
な
人
に

出
逢
い
、
世
の
中
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
、
大
半
は
善
意
で
満
ち
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
己
表
現
の
力
、

無
頼
の
精
神
と
自
信
、
し
た
た
か
さ
な

ど
、
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
に
多
く

の
も
の
を
得
ま
し
た
。
一
番
肝
に
染
み

た
の
は
、
自
分
の
考
え
と
人
の
考
え
は

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

違
う

．
．

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
ら
を
是
と

し
、
他
人
は
そ
れ
を
理
解
せ
よ
と
い
う

の
は
国
際
社
会
で
は
全
く
通
り
ま
せ
ん
。

堂
々
と
主
張
す
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い

に
、
相
手
を
理
解
す
る
努
力
、
時
に
は

妥
協
も
ま
た
大
切
だ
と
心
底
感
じ
た
も

の
で
す
。

真
の
国
際
人
と
は

日
本
が
国
際
社
会
で
輝
く
に
は

世
界
に
通
用
す
る
人
の
条
件
は
、
自

分
の
国
の
歴
史
・
文
化
・
経
済
等
々
に

つ
い
て
き
ち
ん
と
語
れ
る
こ
と
。
そ
れ

か
ら
、
ど
こ
の
国
の
人
に
対
し
て
も
、

分
け
隔
て
な
く
対
応
で
き
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
地
球
上

に
存
在
す
る
差
違
は
い
わ
ゆ
る
「
差
」

で
は
な
く
て
「
違
い
」
で
あ
る
と
い
う

認
識
も
大
切
で
す
ね
。
追
い
つ
け
、
追

い
越
せ
と
い
う
の
は
「
差
」
の
発
想
で

も
う
古
い
。
世
界
の
多
様
性
を
受
け
止

め
、「
違
い
」
に
謙
虚
に
対
応
で
き
る
人

が
真
の
国
際
人
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ

ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
う
言
葉
の
落
と

し
穴
に
嵌
ら
ず
、"T

hink
globally,

Actlocally."

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
多
く
が
、
未
だ
に
西
洋
が

ア
ジ
ア
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
払
拭
で
き
ず
に
い
る
の
は
残
念
で
す
。

近
隣
諸
国
の
理
解
に
努
め
、
言
語
も
積

極
的
に
学
べ
ば
、
相
手
か
ら
の
信
頼
が

増
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
同
時

に
、
日
本
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し

て
く
れ
る
外
国
人
を
意
識
的
に
育
て
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
や
る
気
の

あ
る
留
学
生
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
追

わ
れ
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
程
度
の
支
援

を
す
る
。
そ
の
代
わ
り
日
本
語
等
の
習

得
試
験
を
課
し
て
、
後
に
然
る
べ
き
架

け
橋
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
。
ア

ジ
ア
、
そ
し
て
ア
ラ
ブ
や
ア
フ
リ
カ
と

も
理
解
し
合
お
う
と
す
る
気
持
ち
に
行

動
も
伴
う
よ
う
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

向
か
い
風
を
追
い
風
に

海
外
、
特
に
厳
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
現

場
に
は
苦
労
が
つ
き
も
の
で
す
。
け
れ

ど
、
強
い
向
か
い
風
も
、
自
分
が
向
き

を
変
え
さ
え
す
れ
ば
追
い
風
に
な
り
ま

す
。
道
を
拓
け
る
か
ど
う
か
は
、
あ
る

状
況
を
ど
う
考
え
、
い
か
に
利
用
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
駐
在

先
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
私
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
新
規
開
拓
営
業
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
こ
ん
な
こ
と
で
も

な
け
れ
ば
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
び
得
な

か
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス
だ
」
と
思
っ
た
時
、

目
の
前
が
ぱ
っ
と
明
る
く
な
っ
た
の
で

す
。
そ
の
時
、
風
の
つ
か
み
方
を
知
り
、

世
界
各
地
で
実
践
し
な
が
ら
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
世
界
の
多
様
性
を
楽
し
み
、

あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
あ
な
た
の
力
に
変

え
て
下
さ
い
。

人類の素晴らしき
多様性を愛す

Rits Alumni playing an active role overseas

佐
藤

満
さ
ん
（
'67
法
）

一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
六
七
年
法
学
部
卒
業
。
小
さ
な
会
社
二
社
で
勤
務
後
、
七
三
年
本
田
技
研
工
業（
株
）
入
社
。
ホ

ン
ダ
モ
ト
ー
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
出
向
等
を
経
て
、
八
五
年
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
社
長
。
九
一
年
本
社
輸
入

車
部
長
。
九
四
年
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
グ
ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン（
株
）社
長
。
九
八
年
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ（
株
）社
長
。

二
〇
〇
二
年
退
職
と
と
も
に
現
社
設
立
。

抜
き
ん
出
た
手
腕
に
よ
り
、
着
任
す
る
先
々
で
「
伝
説
」
と
言
わ
れ
る
抜
群
の
営
業
実
績
を
上
げ
る
。『
壁
を
破
る
発
想
法
』

（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）『
冒
険
心
を
も
と
う
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）な
ど
、
著
書
多
数
。

タイ　マーケット金賞を受賞（1989年）

■
有
限
会
社
佐
藤
満
国
際
経
営
・
農
業
研
究
所
　
代
表
取
締
役
社
長

M
its

u
ru

 S
a
to

Globally
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「
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
」
の
魅
力
を

世
界
に
伝
え
る

「
昨
日
ド
バ
イ
か
ら
帰
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
、
明
日
か
ら
上
海
に
行
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
の
販
売
エ
リ
ア
の

う
ち
、
日
本
を
除
く
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア

ニ
ア
各
国
と
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
そ
れ
に
南
ア
フ
リ

カ
で
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
」。

谷
垣
さ
ん
の
仕
事
は
、
海
外
ソ
ニ
ー

各
社
に
対
し
て
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
販
売
促
進
の

方
策
を
伝
達
・
指
導
す
る
こ
と
で
あ
る
。

店
の
作
り
方
、
効
果
的
か
つ
魅
力
的
な

商
品
説
明
の
仕
方
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
の

利
用
法
な
ど
を
、
現
地
人
の
担
当
者
に

伝
え
、
彼
ら
の
実
績
の
評
価
も
す
る
リ

ー
ダ
ー
だ
。
細
や
か
で
臨
機
応
変
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
要
求
さ
れ
る
ハ

ー
ド
ワ
ー
ク
だ
が
、「
Ｖ
Ａ
Ｉ
Ｏ
を
好
き

に
な
っ
て
も
ら
い
利
益
を
上
げ
る
と
い

う
共
通
目
標
が
あ
る
の
で
、
国
が
違
っ

て
も
ど
う
っ
て
こ
と
は
な
い
で
す
よ
」。

「
何
で
も
あ
り
」
が
一
番
楽
だ

谷
垣
さ
ん
は
「
立
命
館
大
学
・
ア
メ

リ
カ
ン
大
学
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
一
期
生
。
海
外
に
出
て
い
く
仕
事
を

す
る
と
い
う
目
標
を
早
く
か
ら
描
い
て
、

そ
れ
を
実
現
し
た
。「
僕
は
神
輿
も
か
つ

ぐ
日
本
男
児
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
地

球
上
に
は
行
け
る
と
こ
ろ
が
他
に
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
だ
か
ら
行
こ
う
と
、
シ
ン

プ
ル
に
こ
う
思
っ
て
い
る
だ
け
で
す
」。

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
で
困
る
の
は
時
差
の

み
。
文
化
・
習
慣
の
違
い
に
は
腹
を
く

く
る
、
あ
る
い
は
割
り
切
る
、
こ
れ
で

Ｏ
Ｋ
だ
そ
う
だ
。「
中
華
系
の
人
た
ち
と

は
、
僕
が
迎
え
ら
れ
る
側
の
と
き
は
、

倒
れ
る
ま
で
飲
む
。
翌
朝
、
掌
に
「
水
」

と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
。
た
ぶ
ん
僕

は
も
う
飲
め
な
い
と
店
の
厨
房
へ
逃
げ

て
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
か
ら
掌
に
書
い
た

ん
で
し
ょ
う
、「
水
」
を
く
れ
と
（
笑
）。

彼
ら
に
す
れ
ば
、
最
高
の
歓
迎
で
す
。

一
方
西
洋
文
化
圏
で
は
、
仕
事
は
こ
こ

ま
で
と
い
う
線
引
き
が
時
間
的
に
も
内

容
面
で
も
非
常
に
シ
ビ
ア
。
で
も
仕
方

が
な
い
。
合
わ
せ
る
し
か
な
い
で
す
」。

経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
あ
ら
ゆ
る

事
態
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
日
本
の
窮
屈
な
考
え
に
縛

ら
れ
る
よ
り
も
ず
っ
と
楽
な
心
も
ち
に

な
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

六
〇
億
人
を
見
渡
し
て

超
多
忙
な
日
常
の
実
態
は
ど
う
な
の

だ
ろ
う
か
。「
仕
事
を
や
り
出
し
た
ら
エ

ン
ド
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
プ

ラ
イ
ベ
ー

ト
の
予
定

を
先
に
入

れ
ま
す
。

夕
方
六
時

に
約
束
を

入
れ
た
な

ら
、
前
日

は
遅
く
ま

で
頑
張
れ

ば
い
い
だ
け
。
職
場
か
ら
徒
歩
七
分
の

と
こ
ろ
に
住
ん
で
無
駄
な
時
間
を
な
く

し
、
週
末
に
は
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
集
中
と

選
択
」、
そ
れ
か
ら
「
面
白
く
」
で
す
」。

国
境
を
も
の
と
も
し
な
い
若
き
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
は
合
理
的
で
と
こ
と
ん
明
る
く
、

大
き
い
。

将
来
の
夢
も
相
当
な
も
の
だ
ろ
う
と

尋
ね
て
み
た
。「
社
内
二
万
人
の
中
で
夢

を
見
て
は
、
狭
い
。
日
本
の
一
億
三
千

万
人
の
中
で
完
結
し
て
し
ま
う
の
も
、

つ
ま
ら
な
い
（
笑
）」。
で
は
、
世
界
規

模
の
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
を
目
指
す
の
か
？

「
い
や
、
仕
事
で
忙
し
く
な
っ
た
ら
終
わ

り
で
す
。
僕
の
一
〇
年
後
は
、
自
分
の

時
間
を
大
切
に
し
て
、
家
族
と
も
楽
し

め
る
よ
う
で
あ
り
た
い
。
海
外
、
海
外

と
肩
肘
張
ら
ず
に
、
世
界
の
六
〇
億
人

を
無
視
し
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
。

例
え
ば
、
好
き
な
盆
栽
は
ど
う
か
な
と
。

盆
栽
に
は
海
外
で
の
大
き
な
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
い
ま
外
国
の
然
る
べ
き
人

た
ち
が
興
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
英

語
で
説
明
で
き
る
盆
栽
屋
な
ら
ば
引
っ

張
り
凧
で
し
ょ
う
（
笑
）」。
ど
こ
ま
で

が
本
音
な
の
か
。
地
球
人
谷
垣
さ
ん
の

精
神
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
由
で
あ
る
。

Special 1

特 集 1 立命人たち
海 外 へ は ば た く

地球人になりきって
心の自由を

1974年生まれ。立命館・アメリカン両大学で学び98年卒業。
同年ソニー（株）入社。「VAIO」の宣伝、販売促進関連業務に携わる。
http://www.vaio-online.sony.com/

谷
垣
健
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さ
ん
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部

ドバイにてアラブの現地担当者と



広
州
と
い
う
街
、
そ
し
自
分
の

可
能
性
に
賭
け
る

昨
年
春
、
中
国
・
広
州
に
日
本
語
学

校
を
設
立
し
、
代
表
を
務
め
て
い
る
八

田
さ
ん
。
中
国
語
で
「
地
道
口
語
」、
す

な
わ
ち
使
え
る
会
話
力
を
育
て
る
こ
と

を
ポ
リ
シ
ー
に
、
既
に
一
五
〇
〇
人
以

上
に
日
本
語
を
教
え
て
き
た
。「
中
国
全

土
の
日
本
語
学
習
者
で
、
私
の
こ
と
を

知
ら
な
い
人
が
い
な
く
な
る
く
ら
い
の

実
績
を
あ
げ
た
い
で
す
」
と
堂
々
と
語

る
。
日
本
人
な
ど
の
外
国
人
向
け
の
中

国
語
教
育
に
も
熱
心
で
、
独
自
に
開
発

し
た
中
国
語
発
音
理
論
は
好
評
だ
。

高
校
を
卒
業
す
る
頃
か
ら
、
海
外
で

自
分
を
鍛
え
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
初
め
て
の
海
外
旅
行
先

で
あ
っ
た
台
湾
で
、
少
な
か
ら
ぬ
シ
ョ

ッ
ク
と
感
動
を
覚
え
、
ま
す
ま
す
そ
の

思
い
が
強
ま
っ
た
。
経
済
学
部
に
入
学
、

途
中
二
年
間
台
湾
師
範
学
校
に
留
学
。

そ
の
間
貿
易
会
社
の
社
員
に
日
本
語
を

教
え
る
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
、
こ
の

仕
事
の
面
白
さ
や
教
師
冥
利
を
実
感
し

た
そ
う
だ
。
立
命
館
を
卒
業
後
、
本
格

的
な
挑
戦
の
場
を
中
国
本
土
の
広
州
に

求
め
、
渡
航
。
そ
こ
に
は
成
熟
途
上
の

大
き
な
可
能
性
が
あ
っ
た
。

乗
り
越
え
た
苦
労
は

す
ぐ
に
忘
れ
る

「
こ
こ
広
州
に
い
る
と
、
様
々
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
街
の
中
で
、
自
我

を
強
く
意
識
で
き
る
の
で
す
。
私
の
よ

う
な
二
〇
歳
代
の
経
営
者
も
五
万
と
い

て
、
成
功
も
失
敗
も
全
て
が
自
分
に
降

り
か
か
っ
て
く
る
状
況
を
醍
醐
味
と
と

ら
え
、
み
ん
な
思
う
存
分
や
っ
て
い
ま

す
よ
」。

開
校
に
漕
ぎ
つ
け
る
ま
で
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
」

の
よ
う
な
困
難
な
状
況
が
あ
っ
た
。
契

約
や
そ
の
履
行
に
対
す
る
認
識
の
違
い
、

く
す
ぶ
る
抗
日
感
情
へ
の
対
応
…
。
日

本
語
講
師
の
仕
事
以
外
に
、
渉
外
、
経

理
、
講
師
採
用
、
生
徒
募
集
、
掃
除
ま

で
す
べ
て
を
行
う
八
田
さ
ん
が
遭
遇
し

た
苦
労
は
想
像
に
難
く
な
い
。

し
か
し
八
田
さ
ん
は
、「
苦
労
で
す

か
？
大
変
だ
っ
た
の
は
確
か
で
す
が
、

忘
れ
ま
し
た
。
苦
労
や
困
難
は
乗
り
越

え
た
時
に
忘
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

い
ち
い
ち
覚
え
て
い
た
ら
次
の
困
難
に

立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
」

と
笑
っ
て
い
る
。「
中
国
の
こ
と
は
中
国

の
秤
で
量
れ
ば
い
い
。
ど
こ
の
国
で
暮

ら
す
に
し
て
も
、
日
本
だ
っ
た
ら
、
と

か
、
日
本
と
比
べ
て
、
と
い
う
発
想
は

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
現

地
の
文
化
を
思
い
き
り
受
け
止
め
、
地

元
の
人
と
共
に
汗
を
か
く
こ
と
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
国
に
何
を
し
に
行
く

の
か
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
ん
で
か
ら
日

本
を
離
れ
る
こ
と
が
大
前
提
で
す
」。

海
外
経
験
は

「
予
防
接
種
」
と
同
じ

未
知
の
も
の
に
出
会
い
、
そ
こ
か
ら

刺
激
を
受
け
れ
ば
強
く
な
る
。
こ
れ
は

こ
の
世
に
生
き
る
も
の
に
と
っ
て
自
然

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
八
田
さ
ん
は
考

え
て
い
る
。「
若
い
う
ち
に
海
外
に
出
て
、

違
う
文
化
の
中
で
自
分
に
負
荷
を
か
け

つ
つ
生
活
す
る
。
あ
る
意
味
で
予
防
接

種
の
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
い
ざ
と
い
う

時
、
そ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
心
と
身

体
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
自
分
が
ど
こ
ま
で
強

く
な
っ
て
い
る
か
は
自
分
で
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
た
だ
日
々
精
進
す
る
の
み

で
す
」。

個
性
を
大
切
に
す
る
立
命
館
の
学
風

や
、
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
で
鍛
え
ら
れ
た

自
己
責
任
の
精
神
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま

で
来
ら
れ

た
と
振
り

返
る
八
田

さ
ん
。
広

州
に
根
を

下
ろ
し
、

大
樹
に
な

る
こ
と
を

目
指
す
。

中国で有数の
日本語教育者を
目指して

八
田

真
太
さ
ん
（
'02
経
済
）

from CHINA 
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州ジョイフル国際日本語学校を独力で設立。現在「広州日本人教師連
絡会GJTA」代表も務める。shinta0908@joyful-net.com

たそがれの広州市内で

Rits Alumni playing an active role overseas



日
本
の
仕
組
み
に
憧
れ
て

四
年
前
、
子
供
の
頃
か
ら
の
留
学
の

夢
を
実
現
さ
せ
、
リ
ー
さ
ん
は
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
一
期

生
と
な
っ
た
。

母
国
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

前
首
相
が
進
め
たLook

E
ast

Policy

の
も
と
、
中
学
生
だ
っ
た
リ
ー
さ
ん
は
、

日
本
の
歴
史
や
文
化
、
日
本
的
経
営
な

ど
の
概
要
を
教
わ
っ
た
。「
日
本
は
こ
う

い
う
こ
と
を
し
て
き
た
か
ら
国
が
発
展

し
た
の
？
本
当
に
？
と
、
大
変
興
味
を

も
ち
ま
し
た
。
将
来
、
実
際
に
日
本
企

業
で
働
き
、
日
本
の
仕
組
み
を
肌
で
味

わ
っ
て
み
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
」。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
に
学
ぶ
こ
と
に

し
、
多
文
化
環
境
が
魅
力
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
を

目
指
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
」
を
求
め
た
日
々

キ
ャ
ン
パ
ス
で
出
会
っ
た
友
人
、
そ

し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
”大

分
の
お

母
さ
ん

“た
ち
。
実
践
的
指
導
を
す
る

教
授
陣
。
日
本
人
だ
け
で
は
な
い
。
世

界
各
地
か

ら
集
ま
っ

て

き

た

様
々
な
個

性
と
の
触

れ
合
い
が
、

リ
ー
さ
ん

を
大
き
く

育
て
た
。

「
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
び
っ
く
り
す
る
こ

と
が
起
き
て
も
、
好
奇
心
を
も
っ
て
、

「
え
っ
、
ど
う
し
て
」
か
ら
「
な
る
ほ
ど
」

に
た
ど
り
つ
く
ま
で
の
過
程
を
楽
し
む

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
よ
く
観
察
し
、

納
得
す
る
ま
で
話
を
聞
き
、
調
べ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
様
々
な
も
の
の
考
え

方
を
は
じ
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
理
解
・
分

析
す
る
力
、
そ
れ
に
伴
う
自
信
な
ど
、

い
ろ
ん
な
も
の
が
身
に
着
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
で
の
経
験
は
素
晴
ら
し
か
っ

た
」。

「
し
ょ
う
が
な
い
」
に
負
け
な
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
好
き
だ
か
ら

リ
ー
さ
ん
は
三
年
間
努
力
を
重
ね
て

早
期
卒
業
し
、
東
芝
に
入
社
、
東
京
で

働
き
始
め
た
。
現
在
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進

担
当
と
し
て
広
報
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
。
海
外
で
リ
リ
ー
ス
す
る
商
品
広
報

の
文
案
を
、
現
地
法
人
の
協
力
を
得
て

作
成
・
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

企
画
運
営
を
し
た
り
す
る
の
が
主
な
仕

事
で
あ
る
。「
発
信
は
も
ち
ろ
ん
、
入
っ

て
く
る
情
報
も
ま
た
面
白
い
の
で
す
。

統
計
数
値
と
組
み
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、

世
界
各
地
の
生
活
水
準
や
、
ど
こ
に
ど

ん
な
市
場
が
あ
る
か
も
推
測
で
き
ま
す

か
ら
」。
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
リ
ー
さ

ん
は
、
中
国
語
、
マ
レ
ー
語
、
英
語
、

日
本
語
を
使
い
こ
な
し
、
韓
国
語
な
ど

の
知
識
も
あ
る
。「
情
報
を
早
く
た
く
さ

ん
得
る
と
い
う
意
味
で
も
、
語
学
の
力

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
」。

職
場
で
文
化
の
違
い
に
戸
惑
っ
た
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。「
入
社
前
に
は
、
連

日
深
夜
ま
で
の
残
業
や
、
厳
し
い
上
下

関
係
な
ど
を
想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
違
い
ま
し
た
（
笑
）。
今
で
も

「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」
を
連
発
し
て
い
る

私
の
気
持
ち
を
、
先
輩
た
ち
は
よ
く
理

解
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
日
本
で
便

利
な
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
、

こ
れ
は
な
る
べ
く
使
い
た
く
な
い
。
解

決
法
を
探
し
た
い
と
い
う
私
の
こ
の
個

性
を
、
職
場
の
役
に
立
つ
形
で
発
揮
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
芝
の
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
」。

休
み
が
取
れ
れ
ば
第
二
の
故
郷
別
府

へ
。
来
日
当
時
、
初
め
て
温
泉
に
誘
わ

れ
た
時
は
、
恥
ず
か
し
さ
で
逃
げ
出
し

そ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
思
い
出
も
交

え
て
振
り
返
る
。「
マ
レ
ー
シ
ア
し
か
知

ら
な
い
私
を
一
と
す
れ
ば
、
一
〇
の
う

ち
六
く
ら
い
ま
で
に
は
な
れ
た
か
な
」。

東
京
近
辺
で
行
わ
れ
る
校
友
会
行
事
に

は
い
つ
も
参
加
し
、
立
命
館
の
絆
も
大

切
な
糧
と
し
て
、
ま
す
ま
す
成
長
中
の

リ
ー
さ
ん
で
あ
る
。

日本で、APUで、
6倍に育ちました
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1979年生まれ。マレーシア国籍。一期生としてAPUアジア太平洋マネジメン
ト学部に入学、03年早期卒業。同年（株）東芝入社（家電事業が10月分社化し、現在
は東芝コンシューママーケティング株式会社勤務）。http://www.toshiba.co.jp/tcm/
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Ａ
Ｐ
Ｍ
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■
校
友
の
活
動
を
支
え
る
舞
台

―
会
長
ご
就
任
に
あ
た
っ
て
の
お

気
持
ち
や
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

山
中

正
直
に
申
し
上
げ
て
、
図
ら
ず

も
と
い
う
感
の
あ
る
会
長
就
任
で
す
が
、

歴
史
あ
る
立
命
館
大
学
校
友
会
の
責
任

者
と
し
て
一
生
懸
命
に
務
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
河
原
前
会
長
を
は
じ
め
と
し

た
旧
執
行
部
の
皆
様
は
、
校
友
会
に
対

し
て
も
、
大
学
に
対
し
て
も
、
様
々
な

ご
功
績
を
残
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
に
敬
意
を
表
し
尊
重
し
な
が
ら
、

新
し
い
時
代
の
校
友
会
が
果
た
す
べ
き

役
割
や
守
備
範
囲
を
十
分
に
踏
ま
え
、

任
に
当
た
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
校
友
会
は
非
常
に
大
き
な
組

織
で
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
皆

様
方
に
お
助
け
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

よ
り
良
い
方
向
に
舵
取
り
を
し
て
い
け

る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

―
校
友
会
の
役
割
と
し
て
重
要
な

こ
と
は
何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

山
中

校
友
の
皆
様
と
大
学
と
の
間
を
、

あ
る
い
は
校
友
同
士
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
い
う
こ
と
が
一
番
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
校
友
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
一
旦
卒

業
し
て
し
ま
っ
た
後
に
は
普
通
は
大
学

と
の
関
係
は
保
た
れ
に
く
い
も
の
で
す
。

し
か
し
そ
れ
で
は
も
っ
た
い
な
い
、
淋

し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
学
生
時
代

に
培
っ
た
友
人
同
士
や
先
輩
後
輩
の
関

係
、
あ
る
い
は
大
学
と
の
関
係
を
う
ま

く
い
か
せ
る
よ
う
な
舞
台
作
り
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
舞
台
が
ア

ド
バ
イ
ス
交
換
と
で
も
言
う
べ
き
機
能

を
備
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
良
い

と
思
い
ま
す
。

校
友
会
は
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
、

大
学
や
会
員
の
動
向
に
つ
い
て
の
情
報

提
供
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
パ
イ
プ
を

つ
な
ぎ
、
舞
台
作
り
に
努
力
し
ま
す
。

皆
様
に
は
そ
れ
を
自
己
啓
発
に
役
立
て

た
り
、
後
輩
支
援
の
際
に
有
効
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
若
い
後
輩
を
支
え

る
こ
と
は
、
個
々
の
校
友
に
と
っ
て
の

責
任
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
校

こ
の
た
び
、
八
年
間
に
わ
た
り
会
長
と
し
て

校
友
会
活
動
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
河
原
四
郎
氏
（
'56
経
済
）
が
、

世
代
交
代
を
は
か
る
と
の
ご
英
断
の
も
と
勇
退
さ
れ
、

副
会
長
・
監
事
の
う
ち
一
〇
名
の
方
も
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
会
長
に
は
山
中
諄
氏
（
'65
経
済：

南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
・
学
校
法
人
立
命
館
理
事
）
が
選
任
さ
れ
、

新
し
い
三
役
に
よ
る
執
行
部
が
船
出
し
ま
し
た
。

山
中
新
会
長
に
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負
や
、

目
指
す
校
友
会
像
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。

※
校
友
会
役
員
交
代
に
つ
い
て
は
10
・
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

校
友
と
大
学
と
を

強
固
に
結
ぶ
校
友
会
に

―
山
中
諄
新
会
長
に
聞
く

校 友 会 新 執 行 部 発 足
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友
を
支
え
る
組
織
と
し
て
も
、
校
友
会

の
存
在
価
値
が
あ
る
の
で
す
。

―
校
友
会
と
大
学
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

山
中

校
友
会
と
い
う
も
の
は
、
大
学

な
く
し
て
は
あ
り
え
な
い
わ
け
で
す
か

ら
、
大
学
と
と
も
に
歩
む
協
調
路
線
の

維
持
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
。
大
学

側
も
必
要
な
時
に
は
校
友
会
を
活
用
さ

れ
た
ら
よ
ろ
し
い
の
で
す
。
校
友
会
は

大
学
に
と
っ
て
一
番
の
応
援
団
で
あ
る

べ
き
な
の
で
す
か
ら
。
た
だ
し
、
そ
う

あ
る
た
め
に
は
、
お
互
い
が
節
度
を
わ

き
ま
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
立
命
館

の
良
き
伝
統
で
あ
る
「
大
学
の
自
治
」

を
守
り
つ
つ
、
そ
の
上
で
校
友
会
と
し

て
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
若
い
世
代
の
声
を

―
校
友
会
運
営
で
新
し
く
心
掛
け

た
い
と
お
考
え
の
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。

山
中

前
会
長
は
大
変
ご
立
派
で
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
、
私
が
ま
っ
た
く
同
じ

こ
と
を
続
け
た
の
で
は
、
会
長
が
変
わ

る
意
味
が
な
い
わ
け
で
す
。
世
代
交
代

と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
校
友
会
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の
、
新
た
な

仕
組
み
を
打
ち
出
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
が

で
き
、
外
国
籍
の
卒
業
生
も
た
く
さ
ん

巣
立
ち
ま
し
た
。
加
え
て
附
属
校
も
発

展
を
続
け
て
い
ま
す
。
い
ま
、
オ
ー
ル

立
命
館
の
連
携
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言

わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
こ
と

も
踏
ま
え
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た

視
点
を
取
り
入
れ
た
校
友
会
活
動
を
リ

ー
ド
し
て
い
く
こ
と
が
我
々
新
執
行
部

に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
河
原
前
会
長
よ
り
一
回
り
下
の

世
代
で
あ
り
、
新
し
い
役
員
の
平
均
年

齢
は
七
歳
ほ
ど
若
く
な
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
し
か
し
、
若
い
と
言
っ
て
も
校

友
会
全
体
の
年
齢
構
成
か
ら
い
っ
た
ら

我
々
は
古
い
人
間
で
す
よ
（
笑
）。
自
分

た
ち
の
感
覚
だ
け
に
頼
っ
て
い
れ
ば
時

代
に
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

若
い
方
々
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
、

こ
れ
は
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
立
命
館
大
学
の
姿
、
若

手
校
友
や
現
役
学
生
の
姿
を
ど
の

よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

山
中

大
学
は
、
こ
の
少
子
化
の
時
代

を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
大
き

な
課
題
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
、
非

常
に
良
く
や
っ
て
お
い
で
だ
と
思
い
ま

す
。
元
気
で
す
ね
。
若
い
皆
さ
ん
を
見

て
い
る
と
、
我
々
の
時
代
と
比
べ
て
、

自
分
の
考
え
を
持
っ
た
し
っ
か
り
し
た

方
が
増
え
た
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

資
質
も
洗
練
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
な
さ
る
で

あ
ろ
う
し
、
し
か
る
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
就
く
方
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
と
、
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

―
校
友
の
皆
さ
ん
に
、
校
友
会
活

動
へ
の
お
誘
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
中

校
友
会
は
、
立
命
館
を
卒
業
し

た
我
々
が
、
立
命
館
と
共
に
歩
み
つ
つ

胸
を
張
っ
て
堂
々
と
生
き
て
い
く
た
め

の
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区
や

職
域
ご
と
に
、
立
派
な
会
が
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
か
ら
、
親
睦
を
は
か
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
や
情

報
交
換
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
校

友
会
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
育
て
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
、
社
会
に
出
た
ば
か
り
、
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
巣
立
つ
後
輩
や
、
今
後
立
命

館
に
入
っ
て
仲
間
に
な
ろ
う
と
す
る
若

者
た
ち
の
手
助
け
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
立
命
館
校
友

の
パ
ワ
ー
を
と
も
に
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山中　諄（やまなか　まこと）
南海電気鉄道株式会社代表取締役社長

1943年三重県生まれ。65年立命館大学経済学部
卒業。同年4月、南海電気鉄道（株）入社。95年取
締役鉄道事業本部次長、97年常務取締役バス営業
本部長。2001年より現職。01年（社）日本民営鉄
道協会理事、04年（社）関西経済同友会幹事。02
年より学校法人立命館理事を務める。
学生時代には体育会自転車競技部のマネージャー
として関西学連を立ち上げ、委員長を務めるなど
活躍。趣味はゴルフ、家庭菜園づくり、散歩。
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五
月
二
二
日
（
土
）

於：

か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル

一．

本
部
役
員
改
選
に
つ
い
て

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ
Ｐ

Ｕ
）
創
設
を
は
じ
め
と
し
た
立
命
館
学

園
創
立
一
〇
〇
周
年
の
諸
事
業
が
無
事

終
了
し
、
新
た
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
卒
業
生
を

校
友
の
輪
の
中
に
迎
え
入
れ
る
段
と
な

り
、
各
大
学
・
学
校
の
同
窓
会
組
織
を

中
心
と
す
る
オ
ー
ル
立
命
館
の
連
携
は

新
た
な
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

河
原
四
郎
会
長
は
、
こ
の
現
状
に
鑑

み
、
若
年
構
成
員
の
活
動
の
活
発
化
や

会
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
迅
速

に
対
応
で
き
る
、
高
い
機
動
力
を
備
え

た
執
行
部
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
、
ご
勇
退
を
決
断
さ
れ
る
に
至

っ
た
。

ま
た
、
会
長
・
副
会
長
・
監
事
の
三

役
に
つ
い
て
は
六
〇
代
以
下
で
構
成
す

べ
き
と
ご
提
起
さ
れ
、
こ
れ
を
他
の
三

役
が
支
持
し
、
同
日
付
で
河
原
会
長
以

下
の
執
行
部
は
総
退
任
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
部
執
行
部
の
大

幅
な
若
返
り
と
再
組
織
が
な
さ
れ
、
今

後
オ
ー
ル
立
命
館
で
取
り
組
む
諸
課
題

の
い
っ
そ
う
の
前
進
が
は
か
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

新
三
役
は
、
会
則
に
よ
り
、
新
会
長

に
推
挙
・
選
任
さ
れ
た
山
中
諄
氏
の
指

名
に
基
づ
く
新
た
な
常
任
幹
事
に
よ
る

最
初
の
常
任
幹
事
会
で
、
山
中
会
長
か

ら
の
提
案
を
受
け
て
選
任
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
（
六
月
四
日
の
項
参
照
）。

二．

そ
の
他
審
議
・
報
告
事
項

予
決
算
（
表
参
照
）、
新
卒
幹
事
、
推

薦
校
友
、
今
年
度
校
友
大
会
（p.21

参

照
）
に
関
す
る
事
項
が
、
滞
り
な
く
審

議
、
承
認
さ
れ
た
。

六
月
四
日
（
金
）

於：

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

山
中
諄
新
会
長
の
下
で
の
、
初
め
て

の
常
任
幹
事
会
を
開
催
し
た
。

副
会
長
・
監
事
を
選
任
し
（
次
ペ
ー

ジ
参
照
）、新
執
行
部
体
制
を
確
立
し
た
。

な
お
、
新
執
行
部
の
任
期
は
前
執
行
部

の
残
任
期
間
で
あ
る
。

校 友 会 新 執 行 部 発 足

本
部
執
行
部
　
大
幅
に
若
返
る

二
〇
〇
四
年
度
常
任
幹
事
会
・
幹
事
会
報
告

河
原
四
郎
前
会
長
（
'56
経
済
）
を
は

じ
め
と
す
る
旧
執
行
部
は
、
こ
の
八
カ

年
間
、
校
友
会
活
動
の
諸
改
革
を
先
頭

に
立
っ
て
す
す
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

河
原
四
郎
前
会
長
は
、
大
同
生
命
保
険

相
互
会
社
会
長
在
任
中
の
一
九
九
五
年

に
校
友
会
副
会
長
・
大
阪
支
部
長
（
当

時
）
に
、
翌
九
六
年
に
は
校
友
会
長
に

就
任
さ
れ
、
以
後
、
去
る
五
月
二
二
日

の
ご
勇
退
に
至
る
ま
で
、
常
に
二
六

万
校
友
の
先
頭
に
立
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
間
、
開
設
五
年
目
の
び
わ
こ
・

く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
）
へ
の

経
済
・
経
営
両
学
部
の
移
転
新
展
開
、

Ａ
Ｐ
Ｕ
開
学
を
中
心
と
す
る
立
命
館
学

園
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
の
諸
事
業
、

更
に
今
年
の
情
報
理
工
学
部
の
新
設
、

法
科
大
学
院
開
設
等
に
至
る
ま
で
、
母

校
立
命
館
大
学
・
立
命
館
学
園
は
他
の

追
随
を
許
さ
ぬ
程
の
目
覚
し
い
発
展
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

折
々
に
前
執
行
部
は
、
校
友
会
が
い
か

に
し
て
母
校
と
後
輩
を
支
援
す
る
べ
き

か
の
指
針
と
具
体
的
施
策
を
的
確
に
示

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
学
園
創
立
一
〇

〇
周
年
を
記
念
し
て
Ａ
Ｐ
Ｕ
へ
「
世
界

と
未
来
へ
開
か
れ
た
」
正
門
を
寄
贈
で

き
た
こ
と
や
、
校
友
会
奨
学
金
制
度
を

抜
本
的
に
改
善
し
、
現
役
学
生
へ
の
支

援
を
強
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
記
憶
に

新
し
い
も
の
で
す
。

会
の
運
営
に
つ
い
て
も
進
歩
的
な
諸

改
革
を
進
め
、
今
日
の
校
友
会
活
動
の

土
台
を
築
か
れ
ま
し
た
。
と
く
に
九
九

年
に
は
、
来
る
べ
き
時
代
を
見
据
え
た

大
幅
な
会
則
変
更
（
機
動
的
な
意
思
決

定
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
常
任
幹
事
会
の

新
設
、各
専
門
委
員
会
の
改
廃
・
再
編
、

独
自
活
動
の
活
性
化
を
は
か
り
各
県

「
支
部
」
を
各
県
「
校
友
会
」
と
改
称
、

校
友
大
会
開
催
方
式
の
改
善
、
等
）
を

断
行
す
る
と
と
も
に
、
若
手
校
友
の
自

主
的
な
活
動
の
促
進
、
ま
た
、
各
界
で

活
躍
す
る
著
名
人
の
校
友
会
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
な
ど
に
腐
心
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

退
任
役
員
の
中
に
は
、
二
〇
年
以
上

に
わ
た
り
種
々
の
会
務
に
ご
尽
力
下
さ

っ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
各

地
の
校
友
会
と
本
部
と
の
橋
渡
し
は
、

主
に
副
会
長
の
方
々
が
担
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

会
則
変
更
後
の
校
友
会
の
新
し
い
息

吹
と
、
順
調
に
第
二
世
紀
の
歴
史
を
刻

む
母
校
の
姿
を
見
届
け
ら
れ
た
今
、
前

執
行
部
は
、
敢
え
て
世
代
交
代
の
適
期

と
ご
勇
退
を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

退
任
役
員
の
皆
様
の
長
ら
く
の
ご
活

躍
に
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

河原四郎前会長

注）支出の部「2003年度特別会計繰出」として以下の通り執行いたしました。 
①終身会費積立金：￥90,000,000（積立金計：￥604,588,816）  �
②会館建設基金：￥2,000,000(基金計：￥81,555,136)  �
③名簿発行準備金：￥2,000,000(準備金計：￥15,717,724)  �
④記念大会準備金：￥500,000(準備金計：￥4,101,250)  

◎収入の部  �
 科目 2003年度決算額 2004年度予算額�
前年度繰越金 19,782,136  10,130,162�
会費収入計 215,507,000  208,200,000�
資産運用収入計 1,781,606  1,850,500�
大会収入計 10,508,850  12,500,000�
その他収入計 6,942,932  350,000�
合　計 254,522,524  233,030,662

◎支出の部  �
 科目 2003年度決算額 2004年度予算額�
人件費支出計 18,680,733 19,700,000�
一般経費支出計 32,303,264 34,350,000�
組織強化費支出計 34,400,162 43,500,000�
事業費支出計 63,508,203 63,100,000�
特別会計繰出計 94,500,000 64,500,000�
予備費 1,000,000 7,880,662�
翌年度繰越金 10,130,162�
合　計 254,522,524 233,030,662

校友会2003年度決算・2004年度予算�

長
い
間
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

母
校
の
発
展
に
対
応
す
る
校
友
会
づ
く
り
を
す
す
め
た
旧
執
行
部
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◆
会
　
長

山
中
　
　
諄
（
'65
経
済
）

南
海
電
気
鉄
道
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

◆
副
会
長

浅
賀
　
　
博
（
'58
理
工
）

元
京
都
市
交
通
事
業
振
興
公
社
常
務
理
事

岡
　
　
泰
造
（
'58
経
済
）

（
株
）
き
ん
で
ん
相
談
役

渡
邉
　
申
孝
（
'58
経
済
）

東
洋
精
機
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

西
村
　
義
行
（
'60
経
済
）

農
　
業

清
家
　
邦
敏
（
'61
経
済
）

大
成
印
刷
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

布
垣
　
　
豊
（
'61
法
）

京
都
中
央
信
用
金
庫
理
事
長

吉
川
　
　
勉
（
'63
法
）

元
滋
賀
県
教
育
長

敬
則
（
'70
法
）

弁
護
士
・
　
　
総
合
法
律
事
務
所
所
長

住
野
　
公
一
（
'70
経
済
）

（
株
）
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

吉
田
美
喜
夫
（
'72
法
・
'77
院
法
）

立
命
館
大
学
法
科
大
学
院
教
授

◆
監
　
事

久
岡
　
康
成
（
'67
法
）

立
命
館
大
学
法
科
大
学
院
教
授

佐
竹
　
力
総
（
'70
法
）

（
株
）
美
濃
吉
代
表
取
締
役
社
長

◆
常
任
幹
事

大
庫
　
典
雄
（
'51
経
済
）

オ
ー
ク
ラ
輸
送
機
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長

安
田
　
祐
造
（
'52
法
）

ヤ
ス
ダ
徽
章
（
株
）
顧
問

茶
谷
　
利
夫
（
'58
経
済
）

京
阪
セ
ロ
フ
ァ
ン
（
株
）
相
談
役

中
村
　
義
孝
（
'62
法
・
'67
院
法
）

立
命
館
大
学
法
学
部
教
授

中
野
　
友
擴
（
'62
文
）

園
田
学
園
女
子
大
学
校
友
連
携
推
進
室
室
長

岸
野
　
　
洋
（
'64
法
）

（
株
）
京
都
新
聞
社
取
締
役
滋
賀
本
社
代
表

稲
岡
　
典
彦
（
'65
経
営
）

京
都
中
央
信
用
金
庫
常
務
理
事

辻
　
　
淳
夫
（
'66
経
済
）

（
株
）
滋
賀
銀
行
常
務
取
締
役

本
津
　
絢
子
（
'67
経
営
）

（
有
）
ス
ー
ク
ス
代
表
取
締
役

渡
辺
　
三
彦
（
'68
理
工
）

弁
理
士
・
渡
辺
国
際
特
許
事
務
所
所
長

北
尾
　
陽
扶
（
'71
経
営
）

北
尾
商
事
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

小
畑
　
力
人
（
'72
経
済
）

和
歌
山
大
学
監
事
・
学
長
補
佐

山
下
　
　
勇
（
'72
理
工
）

（
株
）き
ん
で
ん
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
副
部
長

山
本
　
啓
幸
（
'73
理
工
）

（
株
）
鹿
島
狭
山
処
理
場
Ｊ
Ｖ
事
務
所
所
長

高
杉
　
巴
彦
（
'74
文
・
'78
院
文
）

（
学
）
立
命
館
常
務
理
事

成
瀬
　
　
正
（
'76
法
）

（
株
）
東
海
プ
ロ
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
志
門
塾

代
表
取
締
役
社
長

水
田
　
雅
博
（
'76
経
済
）

京
都
市
伏
見
区
長

加
藤
美
佐
子
（
'77
文
）

大
徳
寺
塔
頭
玉
林
院
保
存
会

小
幡
　
　
豊
（
'78
経
済
）

小
幡
豊
写
真
事
務
所
所
長

村
上
　
高
久
（
'82
法
）

サ
ン
エ
ス
石
膏
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

佐
野
　
哲
夫
（
'82
経
済
）

（
株
）
佐
野
製
本
所
専
務
取
締
役

山
岡
　
祐
子
（
'83
経
済
）

（
株
）
白
川
書
院
副
社
長

山
添
　
祥
統
（
'86
経
済
）

（
株
）
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
福
岡
営
業
部
次
長

小
原
　
隆
治
（
'87
法
）

立
命
館
大
学
教
務
課

加
藤
ニ
コ
ル
（
'93
国
関
）

立
命
館
大
学
産
業
社
会
学
部
事
務
室

油
谷
由
里
子
（
'95
法
）

（
株
）
新
歌
舞
伎
座
営
業
部

恒
吉
　
孝
司
（
'95
経
済
）

オ
リ
エ
ン
ト
測
器
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
株
）

経
営
企
画
室
室
長

金
銅
　
幸
夫
（
'00
産
社
・
'02
院
社
会
）

（
株
）
チ
ョ
ー
ヤ
梅
酒
代
表
取
締
役
社
長

◆
総
務
委
員
長

西
村
　
義
行
（
'60
経
済
）

◆
財
務
委
員
長

安
田
　
祐
造
（
'52
法
）

◆
広
報
委
員
長

敬
則
（
'70
法
）

◆
二
一
世
紀
構
想
委
員
長

小
畑
　
力
人
（
'72
経
済
）

◆
情
報
特
別
委
員
長

渡
辺
　
三
彦
（
'68
理
工
）

◆
事
務
局

立
命
館
大
学
校
友
課

事
務
局
長
　
志
垣
　
陽
（
'79
文
）

退
　
　
任

◆
会
　
長

河
原
　
四
郎
（
'56
経
済
）

◆
副
会
長

宗
治
郎
（
'50
経
済
）

柊
　
　
　
茂
（
'50
経
済
）

蟹
江
　
嘉
信
（
'52
経
済
）

中
川
　
祐
夫
（
'53
法
）

道
端
　
　
進
（
'53
経
済
）

高
木
茂
太
市
（
'55
文
）

久
岡
　
康
成
（
'67
法
）
※
監
事
に
就
任

◆
監
　
事

巻
野
　
　
力
（
'48
経
済
）

中
川
　
誠
二
（
'56
法
）

吉
田
　
幸
彦
（
'57
法
）

特集2

立
命
館
大
学
校
友
会
　
本
部
役
員

（
敬
称
略
）
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喫
茶
店
文
化
全
盛
の

六
〇
年
代
の
京
都

拾
得
（
じ
っ
と
く
）。
京
都
を
代
表
す
る
老
舗

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
は
一
九
七
三
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
三
二
年
目
を
迎
え
た
。
オ
ー
ナ
ー
で
同
い
年
ど

う
し
の
寺
田
国
敏
（
通
称：

テ
リ
ー
）
・
文
江
夫

妻
が
立
命
館
大
学
に
入
学
し
た
の
は
一
九
六
七

年
。
国
敏
さ
ん
は
北
九
州
か
ら
経
営
学
部
の
衣
笠

へ
、
福
山
出
身
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
女
子
高
か
ら

進
学
し
た
文
江
さ
ん
は
文
学
部
に
入
り
、
広
小
路

に
通
う
。

国
敏

当
時
、
月
謝
が
私
大
で
一
番
安
く
て
、
僕

は
来
や
す
か
っ
た
。
総
長
が
末
川
さ
ん
。
す
ご
く

魅
力
的
な
人
。
梅
原
さ
ん
が
ま
だ
在
職
中
。
僕
は

文
学
か
ぶ
れ
だ
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
の
に
憧
れ

て
い
ま
し
た
。

文
江

私
は
文
学
部
に
地
理
学
科
が
あ
っ
た
か

ら
。
京
大
に
理
学
部
系
が
あ
っ
た
の
で
す
け
ど
、

人
文
系
は
立
命
だ
け
だ
っ
た
の
で
。
そ
れ
で
立
命

し
か
頭
に
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇

年
に
か
け
て
、
学
園
紛
争
の
炎
は
全
国
の
大
学
で

燃
え
上
が
る
。
大
学
で
は
授
業
が
行
わ
れ
な
い
状

態
。
当
時
の
京
都
は
、
喫
茶
店
文
化
が
全
盛
で
、

若
者
は
仲
間
た
ち
と
出
会
い
、
人
生
を
語
り
、
生

き
て
い
く
為
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

東
洋
や
禅
に
憧
れ
る
外
国
人
も
多
く
滞
在
し
、

独
自
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
様
相
を
呈
し
て
い

た
。
関
西
フ
ォ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
数
多
く
の
歌

と
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
こ
京
都
か
ら
誕
生
す
る
の
で

あ
る
。

国
敏

実
は
「
帰
っ
て
き
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」
の
フ

ォ
ー
ク
ル
（
＊
ザ
・
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
イ
ダ
ー
ズ
）

と
か
、
高
石
と
も
や
と
か
が
結
構
ラ
ジ
オ
で
入
っ

て
き
た
の
で
、
こ
の
京
都
へ
、
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
た
。
学
校
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
中
で
み
ん
な
が

歌
っ
て
い
る
。
御
所
と
か
芝
生
の
上
で
も
三
〇
ぐ

ら
い
の
グ
ル
ー
プ
が
、
今
で
い
う
と
ア
ベ
ッ
ク
が

座
っ
て
い
る
よ
う
に
重
い
ウ
ッ
ド
ベ

ー
ス
と
か
を
持
っ
て
三
、四
人
で
ね
。

立
命
、
同
志
社
、
だ
け
だ
っ
た
の
か

な
。
と
も
か
く
そ
こ
は
若
者
で
一
杯

で
し
た
。

授
業
が
な
く
、
ジ
ャ
ズ
喫
茶
へ
は

毎
日
通
い
、
梯
子
を
し
た
と
い
う
国

敏
さ
ん
。
当
時
、
自
ら
も
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
の
歌
と
演
奏
を
し
て
い
た
。

国
敏

音
楽
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
通
う
こ
と
が
カ
ッ
コ
イ

イ
感
じ
。
と
に
か
く
、
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー

ド
と
い
う
の
が
す
ご
い
宝
物
と
い
う

音
楽
が
楽
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
続
け
ら
れ
る

寺
田
国
敏
さ
ん（
'67
経
営
入
学
）

文
江
さ
ん
（
'71
文
）

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
拾
得
」
オ
ー
ナ
ー
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時
代
で
「
拝
聴
す
る
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

文
江

国
敏
さ
ん
と
の
出
会
い
は
学
校
で
な
く
、

む
し
ろ
ジ
ャ
ズ
喫
茶
っ
て
い
う
か
ロ
ッ
ク
喫
茶
で

会
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
よ
ね
。「
し
あ
ん
く
れ

ー
る
（
＊
当
時
有
名
だ
っ
た
広
小
路
近
く
の
ジ
ャ
ズ
喫

茶
）」
と
か
、「
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
＊
京
都
発
の
ロ
ッ
ク
喫
茶
）」

や
「
縄
文
」
と
い
っ
た
お
店
。
そ
う
い
う
不
良
の

溜
ま
り
場
で
会
っ
た
の
、
ほ
ん
と
う
に
（
笑
）。

紛
争
と
音
楽
の
中
　

自
分
を
見
つ
め
る

国
敏
さ
ん
は
「
し
あ
ん
く
れ
ー
る
」
で
三
年
間

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
。
そ
し
て
立
命
の
軽
音
で
ヴ

ォ
ー
カ
ル
を
し
て
い
た
文
江
さ
ん
と
出
会
っ
た
。

「
し
あ
ん
く
れ
ー
る
」
は
立
命
館
大
生
で
自
殺
し

た
高
野
悦
子
の
『
二
十
歳
の
原
点
』
に
よ
く
登
場

す
る
。

文
江

当
時
は
み
ん
な
様
々
に
悩
み
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
う
こ
ん
な
大
学
は

い
や
じ
ゃ
と
辞
め
る
人
と
、
高
野
さ
ん
み
た
い
な

方
と
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
。
様
々
な
軋
轢
が
あ
り

ま
し
た
。
で
も
大
学
と
い
う
場
の
持
つ
意
味
や

自
分
の
人
生
に
つ
い
て
足
元
を
見
つ
め
る
い
い

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
の
大
学
は
、

大
学
の
本
質
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
、
す
ご

く
遠
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

音
楽
シ
ー
ン
で
はM

O
JO

W
EST

に
代
表
さ

れ
た
ロ
ッ
ク
や
ブ
ル
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
も
京
大
西

部
講
堂
を
中
心
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
マ
ス
コ

ミ
か
ら
も
京
都
は
日
本
の
新
し
い
「
音
楽
の
聖

地
」、「
最
先
端
情
報
発
信
基
地
」、「
永
遠
の
前

衛
都
市
」
な
ど
と
呼
ば
れ
始
め
る
。
次
第
に
、

三
回
生
の
途
中
か
ら
二
人
が
働
く
店
「
賁
（
ふ

ん
）」
は
そ
の
若
者
た
ち
の
文
化
拠
点
と
な
っ

て
い
っ
た
。「
し
あ
ん
く
れ
ー
る
」
で
の
実
績
を

買
わ
れ
、
雇
わ
れ
マ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
国
敏
さ
ん

は
、
最
終
的
に
一
年
半
続
い
た
そ
の
「
賁
」
を
黒

字
へ
と
導
く
。
そ
し
て
こ
の
店
で
の
経
験
は
「
ア

マ
チ
ュ
ア
で
も
い
い
ん
だ
」
と
の
自
信
に
な
り
、

拾
得
の
創
建
に
乗
り
出
す
の
で
あ
る
。

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
拾
得
の
黎
明

拾
得
の
場
所
は
酒

蔵
を
や
め
て
二
〇
年

近
く
の
建
物
。
国
敏

さ
ん
の
友
人
の
フ
ラ

ン
ス
人
が
下
宿
し
て

い
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
一
人
で
住
み
、

そ
の
建
物
の
一
部
、

小
さ
い
蔵
を
「
貸
し

て
く
れ
へ
ん
？
」
と

冗
談
半
分
に
い
っ
た

ら
「
い
い
よ
」
と
の

返
事
。
ラ
ッ
キ
ー
だ

っ
た
と
当
時
を
振
り

返
る
。

国
敏

音
楽
は
何
で
も
あ
り
で
し
た
。
た
だ
、
ド

ラ
ム
が
入
る
と
か
は
想
定
し
な
か
っ
た
。
会
話
を

阻
害
し
な
い
程
度
で
と
い
う
の
が
条
件
で
し
た
。

最
初
の
頃
は
。
初
め
て
ド
ラ
ム
を
入
れ
た
の
は
、

「
ウ
エ
ス
ト
ロ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
ス
・
バ
ン
ド
」
と

か
、
そ
の
類
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
ブ
ル
ー
ス
だ

か
ら
音
は
小
さ
い
よ
、
と
い
う
の
で
、
恐
る
恐
る

始
め
た
わ
け
で
す
。
で
も
や
っ
ぱ
り
ひ
と
た
び
ド

ラ
ム
を
入
れ
て
し
ま
う
と
次
々
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
し
ま
っ
て
…
。

文
江

当
時
は
新
し
い
Ｌ
Ｐ
を
か
け
る
だ
け
で
お

客
さ
ん
が
興
奮
し
、
踊
り
だ
す
時
代
で
し
た
か

ら
ね
。

心
揺
れ
つ
つ
も
、

好
き
な
道
を
選
び
三
二
年

文
江
さ
ん
の
卒
業
後
す
ぐ
に
二
人
は
結
婚
。
ま

も
な
く
長
男
、
次
男
が
相
次
い
で
誕
生
し
た
。

国
敏

僕
も
卒
業
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
好
き
な

こ
と
ば
か
り
し
て
い
て
本
当
に
良
い
の
か
と
気
持

ち
が
揺
れ
て
い
た
。
で
も
や
っ
ぱ
り
好
き
な
音
楽

で
生
活
を
し
て
い
こ
う
と
、
結
局
大
学
を
や
め
、

てらだ くにとし・ふみえ
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踏
み
切
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
好
き
な
こ
と
ば

か
り
や
っ
て
い
る
の
で
、
お
金
が
ど
ん
ど
ん
足
ら

な
く
な
る
。
僕
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
。
僕
は
ア
ホ
男
の
代
表
で
、
友
達
に

た
だ
酒
を
飲
ま
せ
、
た
だ
で
泊
ま
ら
せ
て
い
た
。

文
江

私
は
子
供
を
お
ぶ
り
な
が
ら
、
笑
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。
心
で
は
笑
っ
て
い
な
か
っ
た

け
れ
ど
ね
（
笑
）。
彼
は
音
楽
が
な
い
と
暮
ら
し
て

い
け
な
い
か
ら
。

こ
れ
で
は
い
か
ん
、
と
思
っ
た
国
敏
さ
ん
は
自

ら
帳
簿
を
切
り
始
め
た
。
こ
う
し
て
な
ん
と
か
借

金
を
せ
ず
に
三
〇
年
来
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
も

出
演
者
に
場
を
提
供
し
続
け
、
観
客
に
と
っ
て
も

音
楽
が
楽
し
い
も
の
で
あ
る
限
り
、
店
を
続
け
ら

れ
る
と
い
う
気
が
す
る
、
と
語
る
。

音
楽
は
魔
術
だ
！

音
楽
は
一
つ
の
表
現
方
法
に
す
ぎ
な
い
と
断
言

し
な
が
ら
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
国
敏
さ
ん
に
は
、

音
楽
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
”想

い
“
が
あ
る
。

国
敏

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
洗
礼
を
受
け
た
僕
ら
は
、

音
楽
が
持
っ
て
い
る
と
て
つ
も
な
い
力
が
、
め
ら

め
ら
と
出
て
く
る
瞬
間
に
出
会
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
は
聞
こ
え
て
く
る
も
の
以
外
に
も
の
す
ご
い
力

を
秘
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。「
人
間
の
数
だ

け
音
楽
が
あ
り
、
そ
の
人
そ
の
も
の
が
音
楽
で
あ

る
」
と
い
う
思
い
込
み
は
今
も
続
い
て
い
て
、

色
々
な
表
現
方
法
を
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に

組
み
替
え
て
い
る
段
階
。
結
果
は
ま
だ
出
ま
せ
ん

が
、
魔
術
は
続
い
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
根
っ
こ

の
体
験
も
あ
り
ま
す
。
僕
は
炭
鉱
の
町
で
育
ち
、

何
度
も
転
校
を
し
た
け
れ
ど
、
い
つ
も
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
い
る
う
ち
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
ら
れ
友
達

が
で
き
た
。
こ
り
ゃ
い
い
な
、
と
。

変
わ
ら
ぬ
蔵
に
見
守
ら
れ
て

初
め
て
「
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
拾
得
。

プ
ロ
の
手
に
頼
ら
ず
、
国
敏
さ
ん
が
親
の
退
職
金

を
借
り
、
中
田
耕
実
氏
や
平
賀
久
裕
氏
（「
山
谷

ブ
ル
ー
ス
」
の
作
者
）
な
ど
と
手
作
り
で
改
造
し

た
こ
の
酒
蔵
に
は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
空
気
、
時

の
流
れ
が
あ
る
。

ベ
ニ
ア
で
作
っ
た
入
口
の
扉
、
丸
い
大
き
な
テ

ー
ブ
ル
、
千
本
通
に
あ
っ
た
電
車
の
敷
石
を
使
っ

た
床
。
ス
テ
ー
ジ
ま
わ
り
に
は
次
第
に
集
ま
っ
て

き
た
と
い
う
年
代
物
の
ス
ピ
ー
カ
ー
、
ア
ン
プ
、

楽
器
。
こ
れ
ら
を
ほ
の
暗
い
明
か
り
が
温
か
く
包

み
込
む
。
演
奏
者
、
観
客
は
、
こ
う
し
た
空
間
で

今
も
生
の
音
を
愉
し
ん
で
い
る
。

国
敏

そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
音
楽
シ
ー
ン
に
真

正
面
に
向
き
合
っ
て
き
た
つ
も
り
は
あ
っ
て
、
例

え
ば
ロ
フ
ト
文
化
が
流
行
っ
た
時
は
、
こ
こ
も
オ

ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
よ
う
か
と
思
っ
た

り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
け
れ
ど
…
。

文
江

結
局
、
何
も
し
な
か
っ
た
。

国
敏

こ
の
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
を
ど
か
そ
う
と

し
て
も
、
デ
カ
す
ぎ
た
ん
で
す
ね
（
笑
）。
こ
の
酒

蔵
の
建
物
に
守
ら
れ
て
、
結
果
的
に
三
二
年
間
や

っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
。

大
学
紛
争
の
学
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
京
都
の
音

楽
シ
ー
ン
を
見
つ
め
て
き
た
夫
妻
。
団
塊
の
世
代

で
あ
る
そ
の
姿
、
在
り
よ
う
は
、
不
思
議
と
自
然

体
だ
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
夫
婦
の
撮
影

に
国
敏
さ
ん
は
「
も
の
す
ご
く
照
れ
ま
す
」。

「
ま
る
で
罵
り
合
う
よ
う
な
夫
婦
で
す
。
と
こ
と

ん
議
論
を
重
ね
る
の
が
こ
の
世
代
の
特
徴
か
も
」

と
は
文
江
さ
ん
。
三
二
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
た
。

国
敏
さ
ん
は
、
今
も
バ
ン
ド
の
活
動
を
続
け
、

「
磔
磔
」
の
オ
ー
ナ
ー
た
ち
と
、
次
の
ツ
ア
ー
を

計
画
中
。
こ
れ
か
ら
も
や
れ
る
だ
け
や
り
た
い
。

そ
し
て
京
都
に
居
続
け
て
い
る
こ
と
が
、
ま
た
、

こ
の
店
を
や
り
続
け
て
い
る
こ
と
が
す
ご
い
価
値

の
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
う
と
語
る
。

六
〇
年
か
ら
七
〇
年
代
、
変
わ
ら
ぬ
心
。
あ
る

象
徴
的
な
生
き
方
を
し
て
き
た
二
人
を
変
わ
ら
ぬ

蔵
が
静
か
に
見
守
っ
て
い
る
。

（
文
・
山
岡
祐
子
　
写
真
・
小
幡
豊
）

● 国敏さん1948年福岡県に生まれる。少年時代か

らギターと歌に親しむ。文江さん同年広島県に生ま

れる。

● 67年国敏さん経営学部、文江さん文学部に入学。

国敏さん「しあんくれーる」でアルバイトを始める。

● 69年二人してロック喫茶「賁」で働く。国敏さん

がマスター（1年半）。

● 71年文江さん卒業。国敏さん4回生まで在籍するも

中退。結婚する。

● 73年2月「拾得」開店。オーナーとして現在に至る。

Kunitoshi&Fumie
Terada

寺田国敏・文江 夫妻

http://www2.odn.ne.jp/jittoku/



園
城
由
隆
さ
ん（
'57
経
済
）記

ゼ
ミ
一
期
生
。
媒
酌
ま
で
願
い
、
五

一
年
経
っ
た
現
在
も
先
生
を
兄
貴
の
よ
う

に
敬
慕
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
「
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
体
系
」
の

再
検
討
を
試
み
、
そ
の
上
で
、
い
わ
ゆ
る

新
古
典
派
理
論
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
と

欠
陥
を
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
来
ら
れ
、
ま
た
、

立
命
生
粋
の
先
輩
と
し
て
学
生
に
接
し

「
ほ
と
ば
し
り
出
る
声
」
で
の
講
義
、
そ
の

先
生
が
こ
の
三
月
に
立
命
の
教
壇
を
去
ら

れ
ま
し
た
。

五
月
一
六
日
（
日
）、
花
園
会
館
で
第
二
回
目
の
「
先
生
を
囲
む
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
八
年
前
に
経
済
学
博
士
の
学
位
を
取

得
さ
れ
た
の
を
祝
し
て
「
歩
み
来
て
、
今
考
え
る
」
セ
ミ
ナ
ー
。
今
回
も

前
回
同
様
に
、
濱
　
ゼ
ミ
・
経
済
学
研
究
会
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
の
卒
業

生
で
実
行
委
員
会
結
成
、
主
テ
ー
マ
を
「
二
一
世
紀
・
激
動
の
時
代
を
生

き
る
―
ふ
り
か
え
り
、
今
思
う
」
と
設
定
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
・
同
窓
交
流

会
が
催
さ
れ
、
百
名
を
越
え
る
卒
業
生
が
各
地
よ
り
集
ま
り
ま
し
た
。

先
生
が
「
真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
―
破
局
の
苦
悩
、
創
造
へ

の
悦
び
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を
な
さ
れ
、
出
席
者
一
同
感
銘

深
く
受
け
と
め
ま
し
た
。
あ
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
、
現
実
の
経
済
社
会
を
鋭
く
洞
察
、
理
論
と
現

実
の
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
問
題
解
決
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
必
要
性
を
力
説
さ

れ
ま
し
た
。

最
近
、
先
生
は
梅
津
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
上
部
に
研
究
室
を
設
け
ら
れ
、

「
愛
宕
山
に
雲
た
な
び
く
を
賞
で
て
い
る
」
と
の
お
話
。
い
つ
の
日
か
の
第

三
回
セ
ミ
ナ
ー
の
た
め
に
も
、
健
康
に
ご
留
意
さ
れ
、
わ
た
く
し
た
ち
卒

業
生
の
巨
星
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

名誉教授（経済学部）

●はまさき　まさき
●1953～2004年
［担当科目］
社会思想史・経済思想史など

ほ
と
ば
し
る
お
声

ユ
ー
モ
ア
と
人
間
性
豊
か
な

先
生
は
ご
健
在
で
す

教
え
子

武
田
光
弘
さ
ん

（
'03
院
理
工
・
工
博
）記

'96
に
学
部
卒
業
。
東
レ
株
式
会
社
に
勤
務

し
な
が
ら
、
酒
井
教
授
の
も
と
大
学
院
で

研
究
。
'03
工
学
博
士
号
取
得
。

機
械
の
寿
命
っ
て
ど
れ
く
ら
い
？
こ
ん
な
単
純
か
つ
難
問
に
真
面
目
に

向
き
合
う
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
晴
れ
た
昼
下
が
り
の
講
義
で

し
た
。

機
械
の
寿
命
に
は
個
体
差
が
あ
り
、
予
測
す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
探
求

す
る
意
義
を
懸
命
に
伝
え
よ
う
と
す
る
先
生
の
姿
が
深
く
印
象
に
残
っ
た

の
で
す
。
気
が
付
け
ば
い
つ
の
間
に
か
先
生
と
同
じ
難
問
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
き
っ
と
先
生
の
熱
意
に
引
き
込
ま
れ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。私

は
一
度
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
先
生
の
お
誘
い
を
受
け
、
社
会

人
留
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
々
忙
し
く
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
、
週

末
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
研
究
指
導
を
頂
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
面
倒
見
の
良
さ
が
学
生
を
惹
き
付
け
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
研
究
活
動
は
非
常
に
楽
し
く
、
時
間
を
忘
れ
て
没
頭
し
ま
し
た
。
在

学
中
は
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
興
奮
し
な
が
ら
熱
く
議
論
を
交
わ
し
た
こ

と
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の
と
き
の
先
生
の
純
真
な
笑
顔
が
今
で
も
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
究
活
動
以
外
で
も
機
友
会
行
事
や
学
会
行
事
に
積

極
的
に
参
加
し
、
笑
顔
で
人
と
接
す
る
姿
を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
先
生
の
人
柄
は
「
真
面
目
で

一
生
懸
命
、
朗
ら
か
で
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
」

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

先
生
の
下
で
学
ん
で
い
る
後
輩
は
幸
せ

者
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
学

ぼ
う
と
考
え
て
い
る
人
は
是
非
、
先
生
の

人
柄
に
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。
き
っ
と
後

悔
し
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

酒井達雄
理工学部教授

●さかい　たつお
●1971年～現在
［担当科目］
機械設計法・材料強度学など

真
面
目
な
熱
意
と

朗
ら
か
な
笑
顔
が
魅
力
の

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
先
生
で
す

教
え
子

恩師の近況や人となり、思い出を、教え子が紹介します。
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裁
判
の
制
度
に
つ
い
て
は
戦
後

ず
っ
と
議
論
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
日
本
に
お
い
て
市
民
参
加

の
制
度
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
立
命
館
大
学
の
陪
審
法
廷
か
ら
も
伺
え

る
よ
う
に
、
戦
前
、
わ
が
国
は
陪
審
制
度
を
行

な
っ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
中
、
自
由
民
権
運
動
が
活
発
化
し
、

普
通
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
、
同
時
に
陪
審
制
度

が
導
入
さ
れ
た
の
で
す
。
今
も
裁
判
所
法
第
三

条
に
実
施
で
き
る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
太
平
洋
戦
争
中
に
陪
審
裁
判
は
行
な

わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

陪
審
裁
判
を
行
な
う
に
は
陪
審
員
の
宿
泊
や

食
事
の
用
意
な
ど
も
必
要
だ
っ
た
た
め
に
、
裁

判
所
に
宿
泊
施
設
等
を
完
備
し
た
り
と
大
変

お
金
が
か
か
っ
た
こ
と
、
し
か
も
、
陪
審
裁
判

で
は
陪
審
員
の
判
断
に
不
服
な
場
合
、
裁
判
官

は
陪
審
を
交
代
さ
せ
る
事
が
で
き
、
裁
判
官
の

思
う
よ
う
に
判
決
が
下
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ

の
後
、
陪
審
制
度
は
停
止
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
一
九
九
〇
年
代
頃
か
ら
被
害

者
の
心
情
を
汲
み
取
っ
た
裁
判
を
お
こ
な
う
べ

き
だ
と
い
う
声
や
陪
審
制
を
復
活
さ
せ
る
べ
き

と
の
意
見
か
ら
、
も
う
一
度
、
陪
審
制
度
を
視

野
に
い
れ
、
世
界
に
例
を
見
な
い
日
本
独
自
の

制
度
を
検
討
し
は
じ
め
た
の
で
す
。

世
界
的
に
み
て
、
裁
判
に
一
般

市
民
が
参
加
す
る
の
は
当
然
の

事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

よ
う
に
職
業
裁
判
官
だ
け
が
審
理
す
る
の
は
大

変
珍
し
く
、
先
進
国
で
は
他
に
オ
ラ
ン
ダ
の
み

で
す
。
世
界
の
裁
判
制
度
に
は
、
主
に
陪
審
制

度
と
参
審
制
度
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
陪

審
制
度
は
、
義
務
と
し
て
事
件
毎
に
選
ば
れ
た

市
民
の
陪
審
員
だ
け
で
有
罪
か
無
罪
か
を
決

め
ま
す
。
職
業
裁
判
官
は
、
法
廷
で
進
行
役
を

務
め
、
も
っ
ぱ
ら
量
刑
を
決
め
ま
す
。
つ
ま
り

分
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
陪
審
制

度
は
、
英
国
や
英
国
の
植
民
地
で
あ
っ
た
国
な

ど
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
参
審
制
度

は
、
職
業
裁
判
官
と
市
民
か
ら
選
ば
れ
た
参
審

員
が
一
緒
に
な
っ
て
審
理
し
ま
す
。
こ
の
参
審

員
は
、
主
に
政
党
な
ど
の
推
薦
に
よ
っ
て
選
ば

れ
、
一
年
間
と
い
っ
た
任
期
を
持
っ
て
比
較
的

長
期
間
そ
の
職
に
つ
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
陪

審
制
度
と
違
っ
て
、
参
審
員
に
は
義
務
は
な
い

け
れ
ど
も
、
推
薦
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
、

一
定
の
階
層
や
職
業
に
偏
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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裁
判
員
制
度
導
入
の
背
景
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
か
。

裁判員制度

指宿　信
大学院法務研究科教授

―市民のための司法をめざして―

Q
諸
外
国
に
お
け
る

裁
判
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。
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こ
の
よ
う
な
参
審
制
度
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
欧
は
、
そ
の
両

制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
裁
判
員
制

度
は
、
参
審
制
度
に
近
い
制
度
で
す
が
、
二
つ

の
制
度
の
折
衷
型
と
も
い
え
ま
す
。

五
年
間
の
周
知
期
間
に
議
論
す

べ
き
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
中
で
も
裁
判
員
制
度
が
導

入
さ
れ
る
刑
事
裁
判
は
、
事
件
そ
の
も
の
が
殺

人
事
件
で
あ
っ
た
り
、
重
大
な
凶
悪
事
件
で
あ

る
た
め
に
、
審
理
の
中
で
目
を
背
け
た
く
な
る

よ
う
な
残
酷
な
も
の
を
目
に
し
た
り
、
聞
く
に

堪
え
な
い
証
言
等
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
裁
判
員
自
身
が
精
神
的
苦

痛
に
よ
り
P
T
S
D（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

障
害
）に
陥
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
市
民
に

対
す
る
事
後
的
ケ
ア
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
裁
判
後
も
守
秘
義
務
を
負
う
こ
と
、マ
ス
メ

ディ
ア
の
裁
判
員
と
の
接
触
の
規
制
や
報
道
の

自
由
、
表
現
の
自
由
に
も
議
論
の
余
地
は
十
分

に
あ
り
ま
す
。
集
中
的
な
審
理
が
予
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
裁
判
前
に
被
告
人
側
に
十
分
な
準

備
、
特
に
検
察
官
が
持
っ
て
い
る
情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
認
め
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
国
民
の
義
務
を
果
た
す
と
い
う
意
味
に
お

い
て
も
、
司
法
教
育
と
い
う
も
の
を
充
実
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
民
主
権
の
も
と
、

司
法
に
お
い
て
も
裁
判
に
係
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
民
の
意
識
改
革
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
正
時
代
に
陪
審
制
度
を

導
入
す
る
に
あ
た
り
、
全
国
で
千
回
以
上
も
啓

蒙
映
画
を
上
映
し
た
と
聞
き
ま
す
。
裁
く
と
い

う
こ
と
は
、
国
家
権
力
で
裁
か
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
国
家
権
力
は
、
市
民
の
意
思
を

反
映
し
た
力
で
す
。
裁
判
で
は
、
そ
の
力
は
人

の
命
を
も
奪
う
事
が
で
き
る
ほ
ど
恐
ろ
し
い
力

と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
は
司
法
に

参
加
し
、
真
の
民
主
国
家
を
め
ざ
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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裁
判
員
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

問
題
点
は
あ
り
ま
す
か
。Q

A

2003年3月に、司法制度改革推進計画が閣議において決定され、司法制度改革審議会において、

わが国の司法における歴史的転換点ともいえる、司法の基本的制度の抜本的な見直しが始まった。

この司法制度改革は、法曹界全体のあり方や国民自身の意識改革、

社会全体のあり方にまで及ぶ大きな制度改革といえる。

中でも、「裁判員制度」は、法科大学院の実現と同じく、この改革の中心ともいえるものである。

「裁判員制度」は、開かれた市民の司法をめざす上で、市民が裁判に主体的・実質的に参加できる制度を追求している。

すでに、2004年3月2日閣議決定された「裁判員制度」について、指宿信教授にお話を伺った。
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社
会
情
勢
・

学
園
と
学
生
の
動
向

一
九
八
〇
年
代
後
半
は
、
大
学
進
学

者
数
の
二
度
目
の
急
増
期
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
の
立
命
館
大
学
学
生
数
は

二
万
二
千
人
を
超
え
て
い
る
（
う
ち
、

女
子
は
四
千
六
〇
〇
人
）。
い
わ
ゆ
る

ス
ポ
ー
ツ
特
別
選
抜
入
試
や
文
化
・
芸

術
特
別
入
試
も
こ
の
時
期
に
始
ま
り
、

個
性
豊
か
な
学
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス

で
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

立
命
館
大
学
は
、
谷
岡
武
雄
総
長
の

も
と
、
第
三
次
長
期
計
画
に
基
づ
い
た

「
国
際
化
」「
情
報
化
」
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
協
定
を

結
び
、
教
学
内
容
の
国
際
化
を
は
か
る

と
と
も
に
、
交
換
留
学
や
海
外
セ
ミ
ナ

ー
（
語
学
研
修
）
を
制
度
化
し
た
。
そ

し
て
八
八

年
に
は
、

西
日
本
で

初
め
て
の

本
格
的
な

国
際
関
係

学
部
が
誕

生
し
た
。

氷
室
町

に
建
っ
た

白
亜
の
西
園
寺
記
念
館
と
、
そ
こ
で
学

ぶ
学
生
た
ち
や
気
鋭
の
教
授
陣
は
、
立

命
館
に
明
ら
か
な
新
風
を
吹
き
込
ん

だ
。
国
際
関
係
学
部
教
員
が
他
学
部
で

授
業
を
す
る
、
あ
る
い
は
他
学
部
学
生

が
国
際
関
係
学
部
で
学
ぶ
と
い
う
相
互

の
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
、
外
国
人
語

学
教
員
や
留
学
生
が
急
増
し
、
外
国
語

授
業
を
は
じ
め
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
様
相

は
一
変
し
た
。

前
年
の
八
七
年
に
は
、
理
工
学
部
情

報
工
学
科
が
で
き
て
い
る
。
高
度
情
報

化
社
会
の
到
来
に
備
え
て
情
報
処
理
教

育
に
力
が
入
れ
ら
れ
る
中
、
そ
の
実
り

と
し
て
の
新
学
科
設
置
で
あ
っ
た
。

八
九
年
に
は
、
理
工
学
部
の
現
び
わ

こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
拡
充
移

転
が
発
表
さ
れ
、
新
た
な
発
展
を
目
指

す
気
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
に

は
立
命
館
創
始
一
二
〇
年
、
学
園
創
立

九
〇
周
年
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た
。

各
種
演
奏
会
や
ス
ポ
ー
ツ
対
抗
戦
な

ど
、
学
生
が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト

も
学
内
外
で
多
く
開
催
さ
れ
、
行
動

的
な
学
生
の
姿
が
強
く
印
象
づ
け
ら

れ
た
。

時
は
バ
ブ
ル
時
代
。
就
職
は
、
競
争

は
あ
っ
た
に
せ
よ
学
生
の
売
り
手
市
場

バ
ブ
ル
経
済
に
湧
く
社
会
の
中
で
学
生
生
活
を

送
っ
た
世
代
の
在
学
期
で
あ
る
。

平
和
で
豊
か
な
時
代
。
何
か
に
追
い
立
て
ら
れ

た
り
、
強
い
信
念
に
突
き
動
か
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
穏
や
か
な
四
年
間
を
過
ご
す
学
生
が
多

か
っ
た
。

立
命
館
大
学
は
大
き
く
動
い
て
い
た
。

「
情
報
化
」
と
「
国
際
化
」
を
軸
に
し
た
教
学

改
革
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、
学
生
は
そ
れ
に
よ

る
変
化
を
は
っ
き
り
と
肌
で
感
じ
て
い
た
。

就職活動

学園祭夜祭

国際関係学部

（（（
年
　
譜
）））

１
９
８
５

◇
谷
岡
武
雄
総
長
就
任

◇
国
際
セ
ン
タ
ー
設
置

１
９
８
６

◇
ス
ポ
ー
ツ
特
別
選
抜
入
試
制
度

実
施

◇
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
と
協
力
協
定
、

交
換
留
学
協
定
を
締
結

１
９
８
７

◇
海
外
セ
ミ
ナ
ー
実
施

◇
理
工
学
部
情
報
工
学
科
開
設

１
９
８
８

◇
国
際
関
係
学
部
開
設

◇
立
命
館
中
高
、
男
女
共
学
制
実

施
、
深
草
へ
移
転

１
９
８
９

◇
国
際
言
語
文
化
研
究
所
設
置

◇
文
化
・
芸
術
特
別
入
試
制
度

実
施

◇
理
工
学
部
拡
充
移
転
発
表

１
９
９
０

◇
創
始
一
二
〇
年
・
創
立
九
〇
周

年
記
念
祝
賀
会
開
催

学生生活を追って

1985年～1990年頃
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で
あ
っ
た
。
理
工
学
部
生
が
金
融
業
界

に
進
む
な
ど
、
新
し
い
動
き
も
生
ま
れ

た
。
八
六
年
に
施
行
さ
れ
た
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
の
も
と
、
女
子
学
生
も
志

を
高
め
、
四
回
生
の
夏
に
は
汗
だ
く
に

な
っ
て
会
社
訪
問
を
し
て
い
た
。

学
生
た
ち
の
大
半
は
、
利
益
追
求
一

辺
倒
の
社
会
に
朧
気
な
疑
念
を
抱
く
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
明
確
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
実
の

荒
波
に
揉
ま
れ
る
こ
と
も
、
差
し
迫
っ

た
大
き
な
不
安
も
な
く
、
そ
れ
な
り
に

生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う
と
の
思
い
が
あ

っ
た
。
一
方
で
、
自
分
自
身
の
意
志
や

夢
が
わ
か
り
に
く
く
、
す
べ
て
を
「
何

と
な
く
」
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
が
ち

な
傾
向
が
現
れ
て
き
た
面
も
あ
っ
た
。

と
は
言
え
、
立
命
館
大
学
に
お
い
て

は
サ
ー
ク
ル
活
動
の
加
入
率
が
高
く
、

仲
間
や
、
先
輩
後
輩
の
と
の
関
係
の
中

で
成
長
し
合
お
う
と
い
う
気
風
が
ま
だ

十
分
に
生
き
て
い
た
。
古
き
良
き
学
生

生
活
の
名
残
が
あ
り
、
学
生
が
概
し
て

平
穏
な
時
を
送
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

学生生活を追って

1985年～1990年頃

国
際
化
の
波

●
エ
ア
コ
ン
が
ま
だ
な
く
て
、
暑
か
っ
た

な
あ
。
先
生
方
も
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。

●
試
験
中
だ
け
、
背
の
高
い
扇
風
機
を
回

し
て
く
れ
た
け
れ
ど
、
生
暖
か
い
風
に

の
っ
て
、
汗
の
に
お
い
が
流
れ
て
く
る

だ
け
だ
っ
た
（
笑
）。

●
そ
ん
な
時
、
国
際
関
係
学
部
が
で
き
て
。

「
パ
ル
テ
ノ
ン
」
と
言
わ
れ
て
た
っ
け
。

あ
れ
に
は
驚
い
た
な
。
お
し
ゃ
れ
な
建

物
で
、
女
の
子
も
多
く
て
。

●
他
の
学
部
に
比
べ
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
経
験
を
積
ん

だ
人
も
入
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
。
違
う

な
あ
っ
て
思
っ
た
。
出
身
者
と
し
て
は

ど
う
で
す
か
。

●
少
人
数
な
が
ら
留
学
生
を
含
め
て
様
々

な
人
が
い
て
面
白
か
っ
た
し
、
み
ん
な

や
る
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
他
の
学

部
と
は
離
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
た
ち

だ
け
で
マ
イ
ペ
ー
ス
。
当
時
と
し
て
は

珍
し
く
、
使
え
る
語
学
を
目
指
し
た
授

業
も
多
か
っ
た
で
す
よ
。
大
者
揃
い
の

先
生
方
に
も
驚
き
ま
し
た
。

●
語
学
と
い
え
ば
、
他
の
学
部
で
も
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
先
生
が
来
ら
れ
た
り
し
て
、

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
一
部
の
一
回

生
は
全
員
、
少
な
く
と
も
半
年
間
は
外

国
人
の
先
生
に
習
う
こ
と
に
な
っ
て
。

そ
れ
も
二
五
人
の
ク
ラ
ス
で
。

●
国
関
が
で
き
た
前
年
に
「
海
外
セ
ミ
ナ

ー
」
が
始
ま
っ
た
時
は
、
み
ん
な
ま
だ

「
へ
え
、
留
学
だ
っ
て
！
」
と
、
び
っ

く
り
し
て
い
た
よ
う
な
時
代
で
す
。
な

の
に
一
気
に
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
た
。
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で

完
結
す
る
暮
ら
し

●
学
内
は
自
転
車
と
立
看
板
が
溢
れ
て
、

雑
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
メ
ガ
ホ
ン
で

演
説
し
て
い
る
人
も
ま
だ
い
た
け
れ

ど
、
終
わ
る
と
「
失
礼
し
ま
し
た
」
と

教
室
を
出
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
ど
う

こ
う
な
る
こ
と
は
も
う
な
か
っ
た
。

●
立
命
の
学
生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
衣
笠
カ
ジ
ュ
ア
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
ん
で
す
よ
。
ジ
ー
ン
ズ
す
ら
穿
か
な

い
、
シ
ャ
ツ
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
遅
れ
た

ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。
ジ
ャ
ー
ジ
着

て
い
て
も
平
気
な
く
ら
い
で
し
た
よ
ね
。

●
特
に
理
工
の
学
生
は
、
男
だ
け
で
身
な

り
も
気
に
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
実
験
を
続

け
て
い
る
様
子
で
。
研
究
室
に
住
ん
で

い
る
と
い
っ
て
も
い
い
く
ら
い
で
し

た
。
夜
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
ね
。

●
概
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
長
い
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

み
ん
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
た
し
、

学
内
で
完
結
す
る
人
間
関
係
が
ほ
と
ん

ど
で
。
私
は
地
理
学
科
で
し
た
が
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
の
予
備
登
録
の

た
め
に
、
み
ん
な
で
清
心
館
に
泊
ま
り

込
み
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
並
ん
だ
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
合
宿
生
活
、
共
同
生
活
で
育
っ
て
い
き

ま
し
た
よ
ね
。
下
宿
文
化
も
残
っ
て
い

て
、
親
が
送
っ
て
く
れ
る
故
郷
の
も
の

を
持
ち
寄
っ
て
、
順
番
に
泊
ま
り
あ
っ

て
。
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。

バ
ブ
ル
の

落
と
し
子
た
ち

●
ま
だ
ま
だ
経
済
成
長
が
あ
り
そ
う
な
幻

想
が
あ
り
ま
し
た
。
世
の
中
も
平
和
で
。

だ
か
ら
、
必
死
に
何
か
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
な
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
、

と
い
っ
た
感
じ
で
。

●
そ
う
そ
う
。
漠
然
と
「
ど
う
し
て
大
学

に
来
て
い
る
の
？
」
と
語
り
合
っ
た
り

は
し
た
け
れ
ど
、
現
実
感
は
伴
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
な
。
だ
か
ら
今
思
う
と
、

た
い
し
て
多
く
の
こ
と
を
や
っ
て
い
な

い
ん
で
す
よ
。
親
も
社
会
も
、
い
い
意

味
で
ほ
っ
と
い
て
く
れ
た
し
ね
。

●
で
も
、
学
生
の
タ
テ
社
会
が
ま
だ
き
ち

ん
と
生
き
て
い
て
、
箍
（
た
が
）
が
効

い
て
い
た
ね
。
神
様
の
よ
う
に
見
え
た

大
人
の
先
輩
が
い
た
。
先
輩
後
輩
の
関

係
の
中
で
揉
ま
れ
て
、
そ
の
後
の
自
分

の
核
が
で
き
た
。

●
ス
ポ
ー
ツ
選
抜
で
の
入
学
が
始
ま
る
と

聞
い
た
と
き
、
体
育
会
で
は
賛
否
両
論
、

喧
喧
囂
囂
話
し
込
ん
だ
。
そ
う
し
た
ら
、

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
勝
つ
こ
と
だ
け
考

え
て
い
た
ら
い
い
の
や
」
と
一
喝
し
た

先
輩
が
い
て
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

●
立
命
生
の
特
徴
は
、
何
事
も
集
団
で
智

恵
を
出
し
合
う
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た

と
思
う
。
大
学
で
何
が
身
に
つ
い
た
か

と
言
え
ば
、
問
題
解
決
の
ス
タ
イ
ル
。

根
本
に
あ
る
の
は
や
っ
ぱ
り
全
学
協
だ

ろ
う
ね
。
高
邁
な
精
神
だ
よ
、
あ
れ
は
。

思 い 出 談 議

な
る
よ
う
に
な
れ
た
平
和
な
時
代



じゆうせき�

20JULY 2004

法
学
部
よ
り
学
士
入
学
し
た
経
済
学

部
を
卒
業
し
て
、
飛
島
建
設
㈱
へ
入
社
。

土
木
工
事
現
場
の
事
務
、
広
報
、
開
発
、

営
業
を
経
験
し
て
三
三
年
経
過
し
ま
し

た
。
退
社
後
、
す
ぐ
に
ご
縁
が
あ
っ
て
、

京
都
の
東
寺（
宗
教
法
人
教
王
護
国
寺
）

の
職
員
と
な
っ
て
、
早
二
年
近
く
過
ぎ
ま

し
た
。
朝
か
ら
好
き
な
仏
像
、
文
化
財

と
に
ら
め
っ
こ
の
毎
日
で
す
。
私
の
持
ち

場
は
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
金
堂

（
本
堂
）の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
本
尊
の

薬
師
三
尊
坐
像
の
前
の
小
屋
で
、
毎
日

の
作
務
、
建
造
物
や
仏
像
の
説
明
、
物
品

販
売
を
し
て
い
ま
す
。

建
造
物
や
仏
像
を
拝
観
に
来
ら
れ
る

方
々
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
生
経

験
の
豊
富
な
方
も
お
ら
れ
、
お
堂
の
中

で
の
直
接
の
対
話
も
多
岐
に
わ
た
り
、

教
え
ら
れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。

仏
像
に
つ
い
て
は
私
は
よ
く「
祈
り
の

対
象
で
あ
り
、
精
神
に
安
ら
ぎ
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
か
ら
、
鑑

賞
法
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
真
価
を
感
じ

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」と
お
話
し
し
て

い
ま
す
。

め
ぐ
ま
れ
た
職
場
で
の
第
二
の
人
生

を
お
寺
を
訪
れ
た
方
々
に
少
し
で
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
勉
強
す
る
毎
日

で
す
。
一
度
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
し
て
早
八
年
が
経
っ
た
。
そ
の
間

O
L
生
活
を
送

り
、
結
婚
、
出
産

を
経
験
し
、
現
在
は
育

児
真
っ
只
中
で
あ
る
。

在
学
中
は
パ
ン
サ
ー
ズ
に
所
属
し
、マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
学
生
日
本
一
の
チ

ー
ム
を
支
え
る
一
端
に
な
れ
た
。
勉
強

も
そ
こ
そ
こ
に
、
友
人
た
ち
と
青
春
を

立
派
に
謳
歌
で
き
た
こ
と
は
感
謝
し
て

い
る
。

卒
業
後
、
一
社
会
人
と
し
て
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
を
飛
び
回
っ
た
。

「
女
性
な
の
に
大
丈
夫
な
の
?
」と
言
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
心
の
中
で
は
い

つ
も「
こ
ん
な
楽
し
い
仕
事
、
や
め
ら
れ

ま
へ
ん
な
！
」と
思
っ
て
い
た
。
今
思
え

ば
夢
の
よ
う
な
生
活
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

結
婚
し
て
二
年
半
に
な
る
が
、
縁
あ

っ
て
結
ば
れ
た
主
人
と
か
わ
い
い
我
が

子
を
見
て
い
る
と
、
い
く
つ
も
夢
を
か

な
え
た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
育
児
は

時
に「
育
自
」と
も
言
わ
れ
る
そ
う
だ
が
、

子
育
て
し
な
が
ら
も
ま
た
新
た
な
夢
を

抱
い
て
い
る
。
自
宅
で
音
楽
教
室
を
開

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
夢
を
育

ん
で
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う
思
っ
て
今
日

も
ま
た
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
い
る
。
今
は

ま
だ
、
幼
い
娘
が
生
徒
で
あ
り
聴
衆
で

も
あ
る
。
彼
女
の
成
長
を
見
守
っ
て
ゆ

く
こ
れ
か
ら
の
生
活
も
私
に
と
っ
て
は

か
け
が
え
の
な
い
夢
で
あ
り
、
自
ら
を

も
育
て
る
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

少
々
大
げ
さ
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
生

は
夢
の
連
続
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
?

機
械
科
を
卒
業
、
七
八
年
か
ら
二
六

年
間
日
本
の
宇
宙
開
発
と
苦
楽
を
共
に

し
て
来
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
設
計
、

試
験
、
打
上
げ
、
ロ
ケ
ッ
ト
試
験
設
備
建

設
と
従
事
し
、
今
は
民
間
出
資
会
社
で

中
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
に
携
わ
っ
て
い

る
。最

近
は
ロ
ケ
ッ
ト
や
衛
星
に
失
敗
が
続

き
、
世
の
中
の
批
判
を
浴
び
て
い
る
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
開
発
の
現

場
は
こ
の
失
敗
を
真
摯
に
受
け
止
め
真

面
目
に
前
進
し
て
い
る
。
残
念
な
の
は

政
治
家
や
マ
ス
コ
ミ
の
批
判
す
る
だ
け
の

姿
勢
で
あ
る
。
も
っ
と
日
本
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
と
科
学
技
術
を
勉
強
し
て

頂
き
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
一
緒
に
考

え
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
は
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
膨
大

な
資
金
も
必
要
で
、
自
動
車
、
航
空
機

産
業
等
と
は
異
な
る
技
術
開
発
プ
ロ
セ

ス
を
要
す
る
シ
ス
テ
ム
工
学
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
宇
宙
開
発
で
得
た
成
果
は

多
々
あ
る
が
、
今
一
つ
宣
伝
が
足
り
な

い
た
め
か
派
生
技
術
を
含
め
た
成
果
が

知
ら
れ
て
い
な
い
。

宇
宙
開
発
は
夢
だ
け
が
先
行
し
、
ま

だ
ま
だ
地
に
着
い
た
産
業
で
な
い
。
国

の
リ
ー
ダ
ー
が
こ
れ
に
無
関
心
、
無
知

で
は
、
日
本
の
将
来
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

も
っ
と
真
剣
に
宇
宙
産
業
を
見
守
り
、

育
て
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

蛇
も
犬
も
食
べ
ま
し
た
。
そ
う
、
私
は
い

ま
中
国
に
い
ま
す
。
広
東
省
深
　
市
の
日

本
人
補
習
校
で
先
生
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
私
が
深
　
大
学
に
留
学
し
て

い
た
二
〇
〇
一
年
に
開
校
、
児
童
生
徒

四
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
今
で

は
二
四
名
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
二
室
を
使

用
し
て
学
校
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

海
外
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
補
習
校
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
も
様
々
。
い
わ
ゆ
る
教
科

教
育
に
留
ま
ら
な
い
課
題
を
、
週
一
回
日

曜
日
だ
け
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
に
は
色
々
な

努
力
も
必
要
で
す
が
、
授
業
の
組
み
立
て

か
ら
行
事
ま
で
臨
機
応
変
、
楽
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
教
員
免
許
は
な
い
。
で
も
人

間
や
れ
ば
で
き
ま
す
。
試
行
錯
誤
し
っ
ぱ

な
し
だ
け
れ
ど
、
生
徒
、
保
護
者
、
同
僚

と
協
力
し
て
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
学

校
で
す
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に
や
り
た
い

こ
と
を
形
に
で
き
る
環
境
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

レ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
大
学

時
代
か
ら
の
夢
は
、
今
も
も
ち
ろ
ん
あ
き

ら
め
て
い
ま
せ
ん
が
、い
ま
私
に
で
き
る

こ
と
、い
ま
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
私
が
必
要
と
さ
れ
る
今
、
も

う
少
し
、
与
え
ら
れ
た
こ
の
チ
ャ
ン
ス
と

経
験
を
活
か
し
た
い
。
そ
し
て
、
い
ま
私

は
こ
こ
に
い
ま
す
。

第
二
の
人
生
に
向
け
て

藤
田
哲
夫
（,
68
法
・,
71
経
済
）

夢
は
か
な
う
も
の三上

由
佳
（,
96
産
社
）

森
口
、
奮
闘
中

森
口
藍
子
（,
99
産
社
）

宇
宙
開
発
に
従
事
し
て
き
て

小
嶋
一
郎
（,
65
理
工
）

校友会編集係まで原稿をお寄せください。郵送・FAX・電子メールいずれも可。連絡先は裏表紙をご参照ください。
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5月12日（水）午後7時から、衣笠キャンパス中川会館4階

校友会館401会議室において、今年度第1回めの校友大会実行

委員会を開催しました。

校友会本部総務委員および、学部同窓会・附属校・スポーツ

フェロー・父母教育後援会の関係者、学園祭事務局の現役学生

など約40名が参加し、昨年・一昨年の校友大会の様子を映像で

振り返りながら、今年の大会をどのように創りあげていくかに

ついての意見交換を行いました。

「『なつかしさ』だけでなく、『今の立命館』を打ち出そう」、

「附属校等も含めた『オール立命館』が持つ力を結集して、より

力強さを感じさせる校友大会にしよう」。出席の各委員からは活

発な意見が出されま

した。また、総務委

員会での議論をふま

え、今回の大会名称

を『All-Rits立命館

校友大会2004』と

することが承認され

ました。

今後、企画の具体化に向けて回を重ねます。皆様のご協力を

よろしくお願いいたします。

今年度の校友大会を下記の通り開催いたします。

キーワードはAll Rits。

現役学生・生徒を含めたオール立命館結集のエネルギーを

これまで以上に実感していただける大会を目指します。

当日は京都駅ビル一帯がキャンパスに。

ホテルグランヴィア京都
京都駅ビル一帯（大会関連イベント）

日時 会場2004年10月30日（土）午後5時開場

詳細は決定次第、順次校友会ホー

ムページにてお知らせし、校友会

報次号（10月号）誌上でも詳しい

ご案内をいたします。

みなさま奮ってご参加ください。

All-Rits
立命館校友大会2004のご案内
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校友会ネットワーク
本年3月～6月中旬に行われた各団体の行事です（判明分）
＊詳しくは校友会ホームページをご覧下さい http://www.ritsumei.ac.jp/mng/al/

都道府県校友会ほか

●各地花見会

（3/26千葉青年部、28埼玉、4/3神奈川他）

●4/10 東京校友会トレッキングさーくる（12名・熱海、伊豆山）

●4/15 宮崎県校友会交流懇親会（13名・ホテルメリージュ）

●4/25 静岡県校友会交流懇親会（60名・ホテルサンルート清水）

●4/29 千葉県校友会歴史地理探訪（42名・南房総）

●5/15 山梨県校友会総会

（32名・ロイヤルガーデンホ

テル）

●5/29 関東新人歓迎会

（210名・有明パナソニック

センター）

●6/5 高知県校友会総会（41名・城西館）

●6/6 滋賀県校友会総会（60名・びわこ・くさつキャンパス）

地域校友会

●3/12 ニューヨーク校友会現役学生との交流および会旗御披露目会

（16名・ニューヨーク宗際センター）

●3/14 富嶽会総会（26名・ホテルグランド富士）

●3/27 上中町校友会総会（20名・庄司旅館）

●3/28 奈良若草会設立総会（53名・三井ガーデンホテル奈良）

●5/9 天理わだつみ会総会（31名・ウェルカムハウスコトブキ）

職域校友会

●3/7 北朋会総会（27名・ライフォート札幌）

●3/30 ダイワハウス大阪立命会発足式

（50名・ガーデンシティクラブ大阪）

●4/5 東芝立命新人歓迎会（50名・東芝鶴見クラブ）

●4/7 Adecco Rits･APUClub（10名・東京神奈川地区）

●5/9 滋賀銀行比叡会総会（110名・琵琶湖ホテル）

●5/25 大阪市役所立命館大学校友会総会（45名・ヴィアーレ大阪）

●5/28 八尾市役所OB会「立八会」（40名・天繁）

●6/2 高槻市役所槻立会総会（43名・たかつき京都ホテル）

●6/3 姫路市役所衣笠会総会（45名・北京閣本館）

●6/8 京都観光の会総会（40名・京都ブライトンホテル）

●6/12 大阪青年教員激励交流会（20名・大阪オフィス）

学部・学科校友会

●4/24 立命館大学情報会総会（150名・大津プリンスホテル）

●5/8 政策科学部創立10周年記念式典

（300名・京都ホテルオークラ）

●5/8 機友会四国支部総会（20名・大塚国際美術館）

●5/22 機友会九州支部総会（15名・アークホテル博多ロイヤル）

●5/28 建設会広島県支部総会（65名・広島全日空ホテル）

●6/5 立命電友会総会（150名・大津プリンスホテル）

●6/6 経済学部同窓会総会（50名・びわこ・くさつキャンパス）

●6/6 経営学部校友会総会（50名・びわこ・くさつキャンパス）

●6/12 法学部同窓会総会（180名・存心館702号）

●6/14 関東建設会総会（40名・ルビーホール）

サークルOB・OG会

●3/28 バドミントン部創部55周年記念式典

（180名・京都全日空ホテル）

●4/29 立命館大学新聞OB会総会（聖護院御殿荘）

●5/22 剣道部若竹会総会（40名・末川会館）

●5/23 写真研究会OB会カメラハイク（21名・中山寺周辺）

●6/5 洛翠会（応援団OB・OG会）総会（50名・からすま京都ホテル）

その他OB・OG会

●3/18 本部新卒幹事歓迎会＆校友会奨学金受給者祝賀会

（60名・衣笠キャンパス中川会館）

●4/19 ロータリー立命会（45名・木乃婦）

●4/23 Rits Greaters Society（39名・東京ドームホテル）

●5/16 濱　先生を囲む集い（110名・花園会館）

●6/5 住ノ江ゼミS37卒同窓会

（11名・鳥羽安楽島温泉「海女の島」）

●6/12 ウリ同窓会総会（40名・桃園亭）

山梨県校友会総会

本部新卒幹事歓迎会＆校友会奨学金受給者祝賀会
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緯
六
度
の
常
夏
の
地
に
当
会
が
誕
生
し
て
六
年
に
な
り
ま

す
。
一
九
九
八
年
六
月
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
設
置
準
備
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
事
務
所
が
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
開
設
さ
れ
た
折
、
当
時
所
長
で
あ
ら

れ
た
木
村
一
信
教
授
と
校
友
諸
氏
の
交
流
が
進
み
、
同
年
一
〇
月

に
校
友
会
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
が
結
成
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

現
在
当
地
の
校
友
数
は
一
六
名
で
、
年
次
総
会
、
懇
親
会
、
ゴ

ル
フ
、
歓
送
迎
会
等
年
数
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

に
長
田
総
長
は
じ
め
多
く
の
立
命
館
関
係
者
の
ご
訪
問
を
戴
き
ま

し
た
。

今
年
三
月
、
藤
原
則
夫
初
代
会
長
（
'69
経
営
）
が
本
帰
国
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
和
風
イ
タ
リ
ア
料
理
店

"L
e
'

Z
zza
a
t"

に
て
送
別
会
兼
懇
親
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
郊
外
の
ス
ル
ポ
ン
、
遠

く
は
バ
リ
島
か
ら
も
飛
行
機
で
校
友
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
、
七
年
間
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
生
活
を
振
り
返
り
つ
つ
、「
人
生
と
は
出

会
い
の
積
み
重
ね
が
織
り
成
す
ド
ラ
マ
。
積
極
的
に
織
り
成
し
て
欲
し
い
」
と
、

希
望
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
長
に
な
ら
れ
た
山
下
久
男
さ
ん
（
'68
理
工
）
は
、

世
界
各
国
を
ビ
ジ
ネ
ス
で
飛
び
回
ら
れ
た
方
で
、「
何
処
で
も
人
間
を
好
き
に
な
る

こ
と
が
一
番
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
生
成
功
の
秘
訣
で
は
な
い
か
」
と
語
ら
れ
ま
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
第
一
期
卒
業
生
を
ご
自
分
の
経
営
す

る
現
地
法
人
で
採
用
さ
れ
る
等
、

進
ん
で
校
友
支
援
を
さ
れ
て
い
る

山
下
さ
ん
と
、
我
々
も
志
を
同
じ

く
し
、
当
会
を
益
々
発
展
さ
せ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
当
地
へ
ご

赴
任
等
の
校
友
の
皆
様
、
一
同
大
歓

迎
致
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。

澤
井
成
年
（
'84
経
済
）
・
記

南

南の島からの便り
インドネシア校友会

藤原初代
会長送別

会にて

の
春
、
立
命
館
学
祖
西
園

寺
公
望
公
が
晩
年
を
過
ご

し
た
別
邸
「
坐
漁
荘
」
が
、
静
岡
市

に
よ
っ
て
清
水
興
津
の
地
に
復
元
再

建
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
静
岡
県
校
友
会

は
、
四
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
開
館

記
念
祝
賀
行
事
に
協
賛
し
、
当
日
は
立

命
館
学
園
の
高
杉
巴
彦
常
務
理
事
や
、
記

念
講
演
を
な
さ
っ
た
岩
井
忠
熊
名
誉
教
授

ら
と
と
も
に
、
母
校
学
祖
ゆ
か
り
の
施
設

の
誕
生
を
大
い
に
祝
い
ま
し
た
。
静
岡
県
内

の
み
な
ら
ず
、
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
な
ど
か
ら
も
校
友
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
当
会
役
員
が
校
友
会
受
付
案
内
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
設
け
て
奮
闘
。
参
加
者
は
坐
漁
荘
の
瀟
洒
な
た
た
ず
ま
い
を
堪
能
し
つ
つ
、
立

命
館
大
学
学
宝
数
点
を
含
む
西
園
寺
公
愛
用
の
品
々
を
鑑
賞
し
、
あ
り
し
日
の
公

の
姿
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

静
岡
市
の
行
事
の
終
了
後
は
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
清
水
に
会
場
を
移
し
て
、

引
き
続
き
静
岡
県
校
友
会
主
催
の
「
坐
漁
荘
開
館
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
　
立
命

館
大
学
校
友
交
流
の
つ
ど
い
」
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。「
こ
の
機

に
校
友
会
活
動
の
さ
ら
な
る
前
進
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
野

末
威
八
会
長(

'55
法)

は
じ
め
、
一
同
意
気
揚
揚
で
し
た
。

一
連
の
記
念
行
事
の
締
め
く
く
り
は
、
五
月
二
九
日
の
、
駿
府

会
（
県
中
部
会
）
富
嶽
会
（
県
東
部
会
）
合
同
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ

イ
キ
ン
グ
。
由
比
か
ら
坐
漁
荘
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
爽
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

折
に
触
れ
て
楽
し
い
集
ま
り
を
持
ち
、
後
輩
へ
の
心
配
り
も
厚

い
、
静
岡
県
校
友
会
で
す
。

佐
藤
友
清
（
'67
経
済
）
・
記

こ

こんな会あります�

西園寺公「坐漁荘」
再建を祝って
静岡県校友会

ファミリ
ーハイキ

ング坐漁
荘前にて
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立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）は
、

開
学
五
年
目
に
入
り
、
着
実
に
前
進
を
続
け

て
い
ま
す
。
開
学
前
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
立
命
館
大
学
校
友

の
皆
様
に
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
近
況
や
新
た
な
挑
戦
な

ど
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

顕
著
な

就
職
実
績

こ
の
春
の
就
職
実
績
は
、
四
年
間
の
成
果
を

端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。
全
体
で
就
職
希
望
者

の
九
五
％
が
内
定
を
得
、
そ
の
多
く
が
い
わ
ゆ

る
大
企
業
へ
入
社
し
た
と
い
う
事
実
に
は
、
Ａ

Ｐ
Ｕ
で
育
っ
た
人
材
に
対
す
る
社
会
的
期
待
の

大
き
さ
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
特
に
国

際
学
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
、

希
望
者
約
一
〇
〇
名
全
員
が
目
標
を
達
成
し
、

顕
著
な
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
学
準
備
の
段
階
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ミ
ッ

ティ
ー
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
国
元
首
級

の
方
々
や
企
業
ト
ッ
プ
の
方
々
、
ま
た
身
近
な

と
こ
ろ
で
親
身
に
ご
支
援
下
さ
っ
た
皆
様
に
も
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
格
的
な

多
文
化
環
境
の
実
現

Ａ
Ｐ
Ｕ
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
担
う
国

際
的
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
日
本
で
初
め
て

の
本
格
的
な
国
際
大
学
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に

開
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
三
年
四
月
に

は
、
同
じ
く
日
本
初
の
、
英
語
で
授
業
を
行
う

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
大
学
院
も
開
設
し

ま
し
た
。
今
年
四
月
現
在
で
学
生
数
約
四
〇
〇

〇
人
、
そ
の
う
ち
約
一
七
〇
〇
人
が
七
二
カ

国
・
地
域
か
ら
集
う
国
際
学
生
で
あ
り
、
五
〇

カ
国
・
地
域
か
ら
受
け
入
れ
る
と
い
う
当
初
の

目
標
を
大
き
く
超
え
た
、
従
来
の
日
本
に
は
な

か
っ
た
多
文
化
・
多
言
語
環
境
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｕ
の
挑
戦
は
開
学
以
来
、
社
会
か
ら
大

き
な
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
朝
日

新
聞
社
が
毎
年
発
行
し
て
い
る
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
高
校
の
先
生
が
注
目
す
る
新
設
大
学

と
し
て
、
今
年
ま
で
三
年
間
連
続
し
て
一
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
長
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い

て
も
、
こ
の
二
年
間
、
居
並
ぶ
伝
統
大
学
の
中

に
あ
っ
て
一
〇
位
前
後
を
保
っ
て
い
ま
す
。

ユニ
ー
ク
な

教
育
シ
ス
テ
ム

有
為
な
学
生
を
輩
出
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
も

評
価
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
英
二
言
語

教
育
シ
ス
テ
ム（
ほ
ぼ
す
べ
て
の
科
目
を
日
英
二

言
語
で
開
講
し
、
教
育
を
行
う
シ
ス
テ
ム
）は
、

文
部
科
学
省
の「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」（G

P=G
ood

Practice

、
全
国
か
ら

六
六
〇
件
余
り
の
申
請
が
あ
る
中
で
八
〇
件

が
選
ば
れ
た
）に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
学
生
の
勉
学
密
度
が
自
ず
と
濃
く

な
る
シ
ス
テ
ム
が
多
く
あ
り
ま
す
。
成
績
評
価

に
あ
た
っ
て
は
期
末
試
験
の
比
重
を
五
〇
％
以

下
に
す
る
と
決
め
ら
れ
、
各
教
員
は
授
業
で
日

常
的
に
テ
ス
ト
や
レ
ポ
ー
ト
等
を
課
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
費
が
固
定
学
費
と
登
録
単
位
数

に
応
じ
た
学
費
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
い
わ
ゆ
る
カ
ラ
登
録
を
せ
ず
に
、
最
小
限

の
受
講
登
録
で
確
実
に
単
位
を
取
ろ
う
と
い
う

意
識
が
学
生
に
強
く
働
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
国

際
学
生
は
一
般
的
に
目
的
意
識
が
明
確
で
よ

く
勉
強
す
る
の
で
、
国
内
学
生
に
良
い
影
響
を

与
え
ま
す
。
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

国
内
学
生
は
授
業
以
外
に
平
均
し
て
一
日
約

二
時
間
、
国
際
学
生
は
約
三
時
間
勉
強
し
て
い

る
と
い
う
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
に
惹
か
れ
て
か
、
ほ
ぼ
す

べ
て
の
都
道
府
県
か
ら
受
験
生
が
集
ま
り
ま

す
。
実
際
の
在
学
生
を
み
て
も
、
九
州
以
外
の

地
域
の
出
身
者
が
国
内
学
生
の
六
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

特
色
あ
る

学
生
の
活
動

学
生
た
ち
が
展
開
す
る
活
動
に
も
、
他
大
学

で
は
み
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

立命館アジア太平洋大学学長

モンテ カセム

は新たな挑戦へ
APU

Monte Cassim

S P E C I A L 3

特 集 3
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た
と
え
ば
、「
世
界
歴
史
教
科
書
博
覧
会
」と

い
う
サ
ー
ク
ル
は
、
国
際
学
生
か
ら
集
め
た
各

国
の
高
校
の
歴
史
教
科
書
を
、
日
本
語
と
英
語

に
翻
訳
し
て
展
示
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
持
つ
多
文
化
環
境
の

中
で
、
互
い
の
違
い
を
認
識
し
あ
い
な
が
ら
相

互
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周
辺
で
風
力
発
電
を
事

業
化
し
よ
う
と
し
て
、
会
社
を
作
っ
た
学
生
も

い
ま
す
。
海
外
に
目
を
向
け
、
タ
イ
の
識
字
率

向
上
に
取
り
組
む
サ
ー
ク
ル
や
、
異
文
化
理
解

を
テ
ー
マ
に
、
広
く
社
会
的
活
動
を
行
う
サ
ー

ク
ル
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

地
域
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
分
県
を
は
じ
め
各
地
の
様
々
な
催
し
に

年
間
延
べ
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生

が
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
県
内
の
五
市

町
と
は
友
好
交
流
協
定
を
結
び
、
地
域
の
発
展

に
具
体
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
臼
杵
市
に
お

け
る
学
生
に
よ
る
臼
杵
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
や
、
鶴
見
町
で
の
国
際
学
生
と
小
・
中
学

生
と
の
交
流
に
よ
る
異
文
化
理
解
教
育
な
ど

が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
別
府
市
内

で
国
際
学
生
が
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
店「
ベ
ト
ナ
ム

カ
フ
ェ

ア
ン
」を
、
温
泉
地
鉄
輪
に
は
日
本
人

学
生
が
中
心
に
な
っ
て
雑
貨
屋
「
輪
和（
な
わ

わ
）」を
開
店
す
る
な
ど
、
実
際
の
経
営
を
学
び

な
が
ら
地
域
活
性
化
に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
動

き
も
出
て
き
ま
し
た
。
他
に「
言
語
ウ
ィ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日

常
的
に
異
文
化
交
流
を
進
め
た
り
、
日
本
や
各

国
の
伝
統
芸
能
の
サ
ー
ク
ル
で
、
国
際
学
生
・

国
内
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
秋
に
は
、
世
界
二
五
カ
国
・
地

域
の
五
八
大
学
と
、
国
内
二
三
大
学
の
学
生
三

三
九
名
が
参
加
し
た
世
界
学
生
サ
ミ
ッ
ト
が
Ａ

Ｐ
Ｕ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
間
に
わ
た
る

熱
心
な
議
論
の
中
で
、会
場
校
の
学
生
と
し
て
、

日
頃
蓄
積
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
異
文
化
交
流
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
存
分
に
発
揮
し
た
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
の

姿
は
、
長
く
記
憶
に
留
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の

Ａ
Ｐ
Ｕ

多
く
の
成
果
を
上
げ
な
が
ら
も
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
に

は
一
層
の
学
生
支
援
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
の
構

造
化
な
ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
さ
ら
に
新
た
な
展
開
を
図
る
べ
く
、
全
学

を
あ
げ
て
Ａ
Ｐ
Ｕ
ニ
ュ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
世
界
一
〇
〇
カ
国
･
地
域
か
ら
国

際
学
生
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
創
り
出
せ
る
大
学
に
な
る
こ
と
、

多
く
の
学
生
や
研
究
者
が
集
う
知
の
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
目
標
に
、
具
体

化
に
向
け
た
論
議
が
進
ん
で
い
ま
す
。
立
命
館

学
園
の
国
際
化
課
題
を
率
先
し
て
担
う
パ
ー
ト

と
し
て
、
立
命
館
大
学
や
各
附
属
校
と
の
一
層

大
胆
な
交
流
や
協
力
の
あ
り
方
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

緒
に
つ
い
た

校
友
会
活
動

さ
て
、
立
命
館
大
学
校
友
会
か
ら
は
、
社
会

に
巣
立
つ
Ａ
Ｐ
Ｕ
学
生
へ
の
応
援
も
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
昨
年
一
〇
月
に
は
、
関

東
地
区
の
立
命
館
校
友
の
有
志
の
方
々
の
ご
訪

問
を
受
け
て
、
進
路
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
続
く
一
一
月
に
は
、
大
分
県
校
友

会
総
会
に
学
生
が
招
か
れ
、
交
流
を
深
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
四
月
以
降
も
、
各

地
で
の
新
人
歓
迎
会
に
多
く
の
Ａ
Ｐ
Ｕ
校
友
が

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
だ
先
輩
を
持
た
な
い
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
校
友
に
と

っ
て
、
立
命
館
大
学
校
友
の
方
々
は
非
常
に
心

強
い
存
在
で
す
。
皆
様
の
職
場
や
地
域
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、

ぜ
ひ
と
も
暖
か
く
お
迎
え
下
さ
い
。

今
後
Ａ
Ｐ
Ｕ
校
友
会
は
、
オ
ー
ル
立
命
館
校

友
会
連
合
の
一
翼
を
担
う
存
在
と
し
て
、
世
界

に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
い
か
し
、
校
友
会
の

国
際
化
促
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
同
時
に
、
立
命
館
学
園
の
理
念
を
世

界
に
広
め
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
役
を
果
た
し
た

く
思
い
ま
す
。

こ
の
四
年
間
の
取
り
組
み
の
中
で
私
た
ち

は
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
建
学
の
理
念
と
、
そ
の
方
向
性
の

正
し
さ
に
確
信
を
深
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
支
援
あ
っ
て
こ
そ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
本
に
お
け
る
本
格
的
な

国
際
大
学
の
さ
き
が
け
と
し
て
自
覚
を
新
た
に

し
、
い
っ
そ
う
努
力
す
る
所
存
を
申
し
述
べ
ま

し
て
こ
の
稿
を
終
え
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あおぞら銀行、アクセンチュア、アサヒビール、アデコ、アメリカン
ファミリー生命保険、伊藤忠商事、イトーヨーカ堂、INAX、大分
銀行、オリックス、鐘淵化学工業、川島織物、キッコーマン、九
州電力、きんでん、熊谷組、公文教育研究会、グラクソ・スミス
クライン、クラリオン、クレディセゾン、サンスター、三洋電機、滋
賀銀行、シャープ、住友ゴム工業、住友電装、ソニー、西日本銀
行、ニチコン、日産自動車、日本写真印刷、日本生命、日本通
運、日本貿易振興機構（JETRO）、NHK、日本旅行、野村證券、
東レ、日立製作所、福岡シティ銀行、福岡ドーム、富士ゼロック
ス、富士通、船井総合研究所、堀場製作所、松下電器産業、
三井住友海上火災保険、三井住友銀行、三菱商事、明治安
田生命、山下設計、ユニ・チャーム、リンナイ、ローム、YKK

主な就職内定企業（50音順、2004年3月末現在）
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BKC開学10周年・
情報理工学部開設記念
式典を開催
（4月24日）

BKCは、1994年、滋賀県草津市との公
私協力のキャンパスに理工学部が拡充移
転して開学、1998年には経済学部と経営
学部もBKCに移転して新展開、今年で開
学10周年を迎えました。今年度は情報理
工学部が開設され計4学部になり、開学時
4,600名であった学生数は16,000名になっ
ています。

式典では、長田豊臣総長が滋賀県や草
津市の方々の支援と理解にお礼を述べ、
今後の新しい時代の教育に向けた決意を
示す挨拶を行いました。続いて、國松善
次滋賀県知事からは、BKCが滋賀県の発
展に貢献してほしいと今後の期待が述べ
られ、伊庭嘉兵衛草津市長からは産官学
連携で世界をリードする立命館大学の活
力を地元の発展に活かしたい、と祝辞を
いただきました。

式典後、情報理工学部の基本施設「ク
リエーション コア」で研究室公開が行わ
れ、多くの来場者が最先端IT機器・設備
を体験しました。

「くさつフェスティバル
in BKC」開催
（6月6日）

この企画は、BKC開学10周年記念と草
津市制50周年記念をジョイントさせたも
ので、2003年に本学と草津市とで締結し
た包括協定にもとづく共同企画でした。

「見る」「学ぶ」「体験」「交流」をコン
セプトに、地域・市民・学生が一体とな
ってつくりあげる祭典として、朝10時か
らの川村貞夫副総長、伊庭嘉兵衛草津市
長、村田進市議会議長によるオープニン
グセレモニーで開会しました。その後、
キャンパス一帯でさまざまな企画が催さ
れ、来場者は2万人に達しました。

当日は、草津市教育委員会からの後援

をいただき多数の親子連
れの参加があるなど、草
津の市民に大きくBKCを
アピールすることができ
ました。市民との交流企
画としては、アメフト体
験アトラクション「NFL
エクスペリエンス」、京
都パープルサンガ・子ど
もサッカー教室、学生の
パフォーマンスなどが行
われました。

校友も結集し、滋賀県
校友会（高橋宗治郎会
長）、BKC各学部同窓
会・連絡協議会、校友会
本部等の共催、後援によ
る堺屋太一氏特別後援会
は、1,300名の参加を得て
盛況でした。上記各校友団体は引き続き
合同懇親会を開催、50名のAPU学生も加
わって250名で交流を深めました。

■政策科学部も創立10周年
シンポジウムと記念式典開催（5月8日）

立命館大学政策科学部の創立10周年記念式典

が、山田啓二京都府知事、高木壽一京都市副市長

ら多数の来賓を招いて、京都市内のホテルで挙行

されました。

長田豊臣総長は式辞で、ソ連邦の崩壊など世界

が大きく動いていた政策科学部誕生当時の時代背

景にふれ、今後の日本の高等教育が世界と競争し、

問題解決の新しい道を切り開いていくためには、

政策科学領域の学部や大学院が果たすべき役割が

大きいことを強調しました。

式典に先立って開催されたシンポジウム「京都

と政策研究」では、山田知事が「役人が東京でつ

くる政策は既に限界がきている一方、地方では行

政のニーズと大学のシーズとのコラボレーション

が進んでいない」と問題指摘。これに対して川口

清史政策科学部長が「行政は研究者とともに本気

になって取り組んでほしい。今後はコーディネイ

ターがニーズとシーズをマッチングさせコントロ

ールしていく

ことが大事」

と返すなど、

熱のこもった

議論が展開さ

れ、約200

名の聴衆は熱

心に聞き入っていました。

■産業社会学部は創立40周年

今年40周年を迎えた産業社会学部では、記念

企画として、7月31日から11月まで「21世紀

の世界と日本を読み解く－新たな社会的構想力を

求めて－」をテーマに連続学術企画を開催し、

12月４日には40周年記念式典と記念講演会を予

定しています。

記念企画の詳細は、4月に開設した立命館大学

産業社会学部リユニオンのホームページで紹介し

ています。

http://www.ritsumei.ac.jp/acd/cg/ss/reunion/

伊庭草津市長を囲んでのパンサーズ、シーガルズ 堺屋太一氏特別講演会
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立命館大学は、本年4月、市民的感
覚と地球規模の視野をもつ「21世
紀地球市民法曹」の養成をめざす法
科大学院を開設した。
グローバライゼーションが進展する
昨今、鋭い人権感覚に基づいて市民
の立場に立ち、かつ地球的視点をも
って活動できる法曹こそ最も必要と
されているのである。
この春、法科大学院に入学された小
浮さんにお話をうかがった。

新聞記者からの転身、人権擁護の
立場から社会に貢献したい

小浮さんはテレビ局入社後、
ニュースセンターという社会情
勢や社会問題そのものに密接に
触れる機会の多い部署に配属さ
れ、小児癌で苦しむ子供や阪神
淡路大震災の被災者など、数々
の取材活動を経験してきた。そ
んな中、特に人権問題について
の関心を高め、報道記者として、
社会的に弱い立場にある人々に
関する問題点を記事にまとめ、
社会への情報発信に努めてきた。

「記者という仕事を通じて、他人
への思いやりを大切にした、心
豊かな理想の社会実現をめざしたいと思う
ようになりました。単に記者としての情報
発信だけに満足感を得ることはできなくな
ったんです」と、法科大学院へ進学した理
由について語る。

直接的に人々と関わって社会的な矛盾を
解決していくためには高度な専門性を持つ
必要を感じ、社会の仕組みそのものを決め
る法曹への関心を高めた。「法律の知識は
ゼロ」という小浮さんだが、理想社会の実
現へ向けての意欲と行動力は人並み以上
だ。現に、これまでにアメリカの大学院で
国際公共政策も学んでいる。目標達成のた
めに必要な知識を得たいと思ったら、迷わ

ずに行動してきた。

多様な学生の集まるキャンパスで
刺激を受ける毎日

「自分がやりたいことを見つけるために
は多くの選択肢が必要」と語る小浮さん。

「入学にあたって、他大学のロースクール
についてもいろいろと調べましたが、立命
館では、広い分野のことを題材にバランス
よく学ぶことができる」と入学を決意。実
際のキャンパスには、30代半ばの自分より
も年上の学生が多いことに驚いた。元医者、
元教師、元自衛隊員など、さまざまな分野

で活躍してきた多くの有志に囲
まれた学生生活。

また、「教員と学生の距離が近
く、対等な関係を築いている大
学だなという印象をもちました。
授業の後で先生が何か要望はな
いかと直接学生に聞いてくれる
のには驚きましたね」と立命館
に対する印象を語る。「みんな熱
意を持って勉強をしているので、
非常に刺激を受けます」と、朝
は6時30分から夕方まで、1日最
低10時間は大学にこもって勉強
している。心豊かな理想の社会
実現という自身の意欲を、実現
に向けての行動力に繋げる絶好
の学習環境を得た。

記者としての経験を活かし、
市民に身近な法曹の実現をめざす

「一般に『法律』というと、
わかりにくいものという印象が
あります。将来は記者経験のあ
る弁護士として、市民にとって
身近なものにしていける手助け
をしたい。わかりやすい情報伝
達ができる法曹を目指したいで

すね」と語る小浮さん。
記者時代、少年事件と労働問題について

強い関心を持った。法律の知識を深めるこ
とで、社会のゆがみを是正する立場で活躍
することを夢みている。それは、報道記者
として社会を眺めてきた小浮さんならでは
の地球市民像ともいえよう。そんな自身の
経験を十分に活かしながら、今日も朝6時
30分から机に向かい、ただひたすら、夢へ
向かって邁進している。

取材：和田直也（法学研究科博士課程前期課程1回生）

こうき　まさふみ
1992年京都大学経済学部卒業後、朝日放送入社、ニュースセンタ
ー部記者。1998年米国ピッツバーグ大留学。大学院で国際公共政
策を2年間学ぶ。帰国後、朝日新聞社神戸支局、東京メトロポリタン
テレビジョンへの転職を経て、本学法科大学院へ。

小浮正典さん
立命館大学法科大学院（法務研究科法曹養成専攻）1回生

時の学生

M a s a f u m i K o u k i

心豊かな社会の実現をめざして
高度な専門性を身につけたい
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国
際
関
係
研
究
科
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ハ
ー
グ
に
あ
る
国
立
社
会
科
学
大
学
院
大

学
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
と
協
力
協
定
を
結
び
、
最

短
二
年
間
で
両
大
学
院
の
修
士
号
を
取
得

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
こ
の
夏
、
第
一

期
生
二
名
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
は
、
開
発
援
助
研
究
の
専
門

大
学
院
で
授
業
は
英
語
。
同
様
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
一
九
九
二
年
に
米
国
・
ア
メ
リ

カ
ン
大
学
大
学
院
と
も
結
ん
で
い
て
今
回

が
二
例
目
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
国
立
社
会
科
学
大
学
院
大
学
と
の

共
同
学
位
制
度
に
大
学
院
生
を
相
互
派
遣

五
月
一
五
日
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
お
い
て
特
別
展
「
銀
の
し
ず
く
降
る

降
る
ー
知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の

世
界
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
の
中
野
記
念
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
展
示
会
で
は
、
ア
イ
ヌ

の
口
伝
を
記
録
し
日
本
語
に
訳
し
た
知
里

幸
恵
の
生
涯
と
そ
の
周
辺
の
人
々
を
通
し

て
、
ア
イ
ヌ
の
文
化
・
歴
史
・
人
間
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
知

里
幸
恵
の
血
縁
者
で
あ
る
知
里
む
つ
み
知

恵
森
舎
代
表
や
中
本
ム
ツ
子
・
玲
菜
両
氏

な
ど
ア
イ
ヌ
人
の
方
も
参
加
し
、
午
後
か

ら
は
記
念
行
事
と
し
て
中
本
氏
に
よ
る

「
カ
ム
イ
ユ
カ
ラ
」
や
「
ウ
ポ
ポ
」
と
い
っ

た
ア
イ
ヌ
吟
唱
・
座
り
歌
も
実
演
さ
れ
ま

し
た
。

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
特
別
展

「
銀
の
し
ず
く
降
る
降
る

知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
世
界
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
開
催

三
月
一
八
日
、
課
外
・
自
主
活
動
に
お

け
る
優
れ
た
実
績
を
お
さ
め
た
個
人
を
奨

励
す
る
「
立
命
館
大
学
校
友
会
奨
学
金
」

「
立
命
館
大
学
　
課
外
・
自
主
活
動
個
人
奨

励
金
」、
優
れ
た
実
績
を
お
さ
め
た
団
体
を

奨
励
す
る
「
立
命
館
大
学
　
課
外
・
自
主

活
動
団
体
助
成
金
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
立
命
館
大
学
校
友
会
奨
学
金
」
は
、

校
友
会
長
賞
が
一
三
名
に
、
校
友
会
副
会

長
賞
が
一
八
名
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
蟹
江

嘉
信
副
会
長
か
ら
の
祝
福
の
挨
拶
に
対
し
、

将
棋
部
の
加
藤
幸
男
さ
ん
（
理
工
４
）
が
、

学
生
将
棋
界
で

三
大
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
し
た
経

験
を
踏
ま
え
、

お
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
は
、

日
本
一
の
成
果

を
収
め
た
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
女
子
陸
上

競
技
部
、
将
棋
研
究
会
の
三
団
体
に
「
校

友
会
長
特
別
賞
」
を
贈
る
こ
と
と
し
、
岡

泰
造
副
会
長
が
目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
「
校
友
会
奨
学
金
」「
課
外
・
自
主
活
動
個
人
奨
励
金
」

「
課
外
・
自
主
活
動
団
体
助
成
金
」
授
与
式
を
開
催

三
月
一
四
日
、

法
科
大
学
院
の
開

設
記
念
式
典
が
、

以
学
館
一
号
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
式
典
に
続
い

て
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

米
国
・
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

の
エ
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
教
授

と
本
学
法
学
研
究
科
園
部
逸
夫
客
員
教
授

が
法
科
大
学
院
の
課
題
と
可
能
性
に
つ
い

て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
新
し
い
法
律
家
と
こ
れ
か
ら
の
大
学
院
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
土
井
香
苗
弁
護
士
、
日
本
経
済

新
聞
社
社
会
部
横
山
晋
一
郎
編
集
委
員
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
前
事
務
総
長
の
大
川

真
郎
本
学
法
務
研
究
科
教
授
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
法
科
大
学
院

開
設
記
念
式
典
を
挙
行

四
月
一
日
、
大
阪
ド
ー
ム
に
お
い
て

二
〇
〇
四
年
度
立
命
館
大
学
・
大
学
院

入
学
式
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
開
設
し

た
情
報
理
工
学
部
、
法
務
研
究
科
（
法

科
大
学
院
）
な
ど
、
学
部
と
大
学
院
を

あ
わ
せ
て
、
約
九
〇
〇
〇
名
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
入
学
式
典
で
は
、
長

田
豊
臣
総
長
が
「
大
学
の
門
を
く
ぐ
っ

た
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
知
の
創
造
に

加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伝
承
さ
れ

て
き
た
知
恵
を
あ
ら
た
め
て
引
き
受
け
、

そ
の
知
識
を
人
間
と
人
間
の
共
生
、
ま

た
人
間
と
自
然
の
共
生
の
た
め
に
伝
承

し
て
い
く
こ
と
が
皆
さ
ん
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

入
場
者
数
は
新
入
生
、
父
母
、
来
賓
、

校
友
な
ど
を
あ
わ
せ
て
一
万
八
〇
〇
〇

名
と
な
り
、
新
入
生
に
は
強
く
印
象
に

残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

立
命
館
大
学
・
大
学
院
の
入
学
式
を
挙
行

キ ャ ン パ ス ト ピ ッ ク ス

衣
　
　
笠

各
オ
フ
ィ
ス
ほか
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五
月
二
八
日
、
学
校
法
人
立
命
館
は
、

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
に
お
い
て
小
学

校
の
開
設
を
決
定
し
、
同
日
記
者
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
発
表
の
席
上
で
長
田
豊
臣

総
長
は
、
大
学
と
し
て
一
〇
〇
年
以
上
歴

史
を
も
つ
京
都
の
地
に
お
い
て
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
開
学
や
国
際
化
の

進
展
、
理
工
教
育
の
充
実
な
ど
こ
れ
ま
で

の
学
園
全
体
の
経
験
を
活
か
し
た
小
学
校

を
開
設
し
、
京
都
の
伝
統
と
文
化
を
大
事

に
し
て
い
く
教
育
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
、
と
述
べ
ま
し
た
。
小
学
校
は
、二
〇

〇
六
年
四
月
に
北
大
路
校
地
（
京
都
市
北

区
小
山
西
上
総
町
）
に
開
設
の
予
定
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
等
教
育
部
（
電

話：

０
７
５
‐
４
６
５
‐
１
１
１
１
内
線

２
８
０
１
）
ま
で
。

立
命
館
小
学
校
の
開
設
を
決
定

三
月
一
六
日
、
中
国
・
上
海
交
通
大
学

に
お
い
て
、
立
命
館
大
学
は
、
上
海
交
通

大
学
お
よ
び
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株

式
会
社
と
包
括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
立
命
館
大
学

は
、
中
国
で
理
工
系
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に

あ
る
上
海
交
通
大
学
、
な
ら
び
に
京
都
を

拠
点
に
最
先
端
の
技
術
力
を
活
か
し
て
世

界
で
事
業
展
開
を
す
す
め
て
い
る
大
日
本

ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
と
の
共
同
研

究
・
人
的
交
流
を
は
か
り
、
研
究
の
活
性

化
や
国
際
化
の
進
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

す
で
に
こ

の
協
定
に

も
と
づ
い

て
、「
液
晶

関
連
装
置

に
関
す
る

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
解

析
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
共
同
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

上
海
交
通
大
学
・
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
・

立
命
館
大
学
が
三
者
間
包
括
協
定
を
締
結

東
京
オ
フ
ィ
ス
の
来
室
者
数

二
万
人
を
突
破

三
月
三
〇
日
、
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
自
動

書
庫
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
動

書
庫
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た

書
庫
で
、
利
用
者
が
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
の
端
末
か
ら
図
書
を
請
求
す
る
と
地
階

か
ら
一
階
の
サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
図

書
が
自
動
搬
送
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

搬
送
時
間
は
約
二
分
の
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
端
末
に
請
求
入
力
し
て
お
く
と
、
本
を

受
け
取
る
ま
で
の
待
ち
時
間
を
短
く
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
収
容

能
力
は
約
三
五
万
冊
で
、
今
後
増
加
す
る

図
書
に
も
十
分
対
応
で
き
る
能
力
を
有
し

て
い
ま
す
。

三
月
一
日
稼
動
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
Ｂ
Ｋ
Ｃ
図
書
館
）自
動
書
庫
説
明
会
開
催

五
月
一
二
日
、
Ｂ
Ｋ
Ｃ
学
生
交
流
施
設

（
仮
称
）
の
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
施
設
は
、
文
化
系
サ
ー
ク
ル
や
正

課
・
課
外
・
境
界
領
域
の
活
動
の
活
性
化
、

Ｂ
Ｋ
Ｃ
文
化
の
創
造
と
立
命
館
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
形
成
を
目
的
と
し
た
施
設
。
地
上
四

階
建
て
で
、
学
生
の
幅
広
い
使
用
目
的
に
応

じ
ら
れ
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
学
習
ス
ペ
ー
ス

や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き

る
ス
テ
ー
ジ

の
設
置
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な

設
備
が
予
定

さ
れ
て
い
ま

す
。
二
〇
〇

五
年
三
月
の

完
成
予
定
。

Ｂ
Ｋ
Ｃ
学
生
交
流
施
設(

仮
称)

建
築
工
事
起
工
式
挙
行

B
K
C

附
属
校

四
月
一

〇
日
、
東

京
・
昭
和

女
子
大
学

オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ

棟
で
、
大

学
院
法
学

研

究

科

「
金
融
と

法
」
東
京
講
座
の
開
講
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
講
座
は
、「
金
融
技
術
と
リ
ー

ガ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、

最
先
端
の
金
融
取
引
の
手
法
に
関
わ
る

様
々
な
専
門
知
識
を
法
学
的
見
地
か
ら
実

践
的
に
講
義
す
る
も
の
で
、
証
券
化
・
仕

組
金
融
を
専
門
と
す
る
日
本
住
宅
ロ
ー
ン

株
式
会
社
大
垣
尚
司
代
表
執
行
役
を
主
任

教
授
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

「
金
融
と
法
」
東
京
講
座
開
講
式

一
九
九
九
年
二
月
の
開
設
以
来
五
年
が

経
過
し
た
東
京
オ
フ
ィ
ス
の
来
室
者
数

が
、
四
月
一
日
で
二
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

二
万
人
目
と
な
っ
た
来
室
者
は
、
都
内
で

の
就
職
活
動
を
終
え
て
東
京
オ
フ
ィ
ス
に

立
ち
寄
っ
た
南
総
司
君
（
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部

四
回
生
）。
東

京
オ
フ
ィ
ス

は
連
日
盛
況

で
、
一
日
あ

た
り
四
〇
人

前
後
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま
す
。



31 JULY 2004

柔道部女子　初の関西学生優勝

第12回関西学生女子柔道優勝大会
優　勝

（5/23、尼崎市記念公園総合体育館）

ノーシードの立命館大学は、初戦から接戦の

連続でしたが、主将の尾野忍さん（産社4）

を中心とした持ち前のチームワークで勝ち上

がりました。強豪の近畿大学との決勝戦も大

接戦となりましたが、2－2でむかえた大将

戦で白井愛さん（産社3）が上四方固めで一

本勝ちし、初優勝を決めました。

これまで準優勝3回、3位3回とあと一歩及

ばず優勝を逃してきましたが、この日は「今

年こそ」という強い気持ちを部員全員が持

って試合に臨んでいたことが優勝という結果

に結びつきました。

剣道部女子部　初の西日本制覇

第19回西日本女子学生剣道大会
優　勝

（5/29･30福岡市市民体育館）

97校が参加し、選手5名による団体戦で西

日本の頂点を目指す大会。例年全日本を制す

る強豪大学が複数ある九州地域からの出場が

多い同大会を関西勢が制したのは、15年ぶ

りです。

立命館大学は、初戦から波に乗り、準決勝で

対戦した鹿屋体育大学（同大会3年連続12

回優勝）とは、先鋒、次鋒、中堅と一歩も譲

らず後半戦の勝負となりました。副将の曲野

理恵さん（法3）が、面を先取されるも面2

本を取り返し、大将の田端薫さん（法4）が

それを守りきりました。決勝では昨年度準決

勝で破れた中京大学と対戦。先鋒の山田美紀

さん（法1）、次鋒の昇葉子さん（国関3）が

厳しい試合を制し2―0で後半につなぎ、中

京大学の反撃をしのいで2―1で初優勝を決

めました。

航空部　格納コンテナ置き場完成

（4/15、BKCアクトα横）

格納庫建設という航空部および体育会全体の

長年の要求をうけて、航空部・航空部OB

会・大学が協力し、コンテナ設置が実現しま

した。

航空部は、近年着々と力をつけ、2002年

度・03年度と連続で東海関西学生グライダ

ー競技選手権大会で団体・個人優勝し、03

年度の全日本選手権では関東の強豪チームと

渡り合い個人3位、団体6位の好成績を収め

ています。航空部では今回の施設整備を機に

いっそうの飛躍を誓い合いました。

アメリカンフットボール部

アメリカンフットボール部パンサーズは、ラ

イスボウル3連覇に向けて戦っています。前

年のレギュラーが多数卒業しましたが、岸野

公彦君（経営4）が新キャプテンに就任し、

“Over The Head”をスローガンにチーム一

丸となって練習に取り組んでいます。社会人

チームにも春の招待試合で連勝するなど好結

果を残しています。

横浜ボウル
（5/30 横浜スタジアム）

○25－22●　vs.アサヒビールシルバースター

BKC10周年記念試合
（6/6 BKCクインススタジアム）

○24－3●　vs.オービックシーガルズ

また、校友の方々の応援をいただくにあたり、

ホームページの整備やパンサーズの発展に寄

与することを目的に結成された後援会も充実

が進んでいて、会報やイヤーブックの頒布、

交流会の実施、チケットの配布などを行って

います。ライスボウル3連覇に向けて、多く

の校友のみなさまからスタジアムでの応援を

賜りたいと存じます。

ホームページアドレスは、
http://w3.to/panthers
後援会のお問い合わせは、
077-567-6296（担当：由川）

硬式野球部

関西学生野球春季リーグ戦　優勝
（6季ぶり28度目）

●学生のスポーツ＆イベント

フレー!
フレー!

小手を決めた山田美紀さん

問い合わせ先：スポーツ強化センター�

スポーツ�
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ゴルフ部

関西学生女子連盟杯
（4/13･14 奈良柳生カントリー倶楽部）

優勝：香山　麻央（法3）

4位：杉原　良実（経営4）

6位：藤井　一世（経営1）

自転車競技部

全日本選手権大会
（6/13 秋田県大潟村・ソーラースポーツライン）

個人タイムトライアルロードレース（31km）

23歳以下の部　優勝　河原林淳（経済1）

重量挙部

全日本女子学生選手権大会
（4/15～17 羽曳野コロセアム）

75kg級　優勝　加藤博子（国関4）

全日本女子選手権大会
（5/7～9 石川県産業展示館）

69kg級　優勝　齋藤里香（産社3）

射撃部

春季全関西学生選手権大会
（5/13～15 能勢ライフル射撃場）

総合優勝（26連覇）

西日本学生選手権大会
（6/1～5 能勢ライフル射撃場）

総合優勝（7連覇）

準硬式野球部

関西トーナメント　優勝

男子ソフトボール部

関西学生春季リーグ戦　優勝

卓球部

関西学生春季リーグ戦
男子　優勝

女子　2位

軟式野球部

関西六大学学生春季リーグ戦　優勝

フェンシング部

全日本大学王座決定戦
（6/5～6 中京大学体育館）

男子　フルーレ　4位

女子　エペ　　　優勝（4連覇）

レスリング部

全日本選抜選手権大会
（4/13 駒澤体育館）

フリースタイル66kg級　優勝

鈴木崇之（経営3）

西日本学生選手権大会
（5/15～16 大阪府立体育館）

団体優勝

水泳部

江島大祐（産社1）

アテネ・パラリンピック（9/17～28）

日本代表に選出される。

100m背泳ぎ、200m個人メドレー、50m

バタフライなどに出場予定。

立命館宇治高校硬式野球部　

春の甲子園で健闘（3/23）
●4－5○　vs.愛知工業大学名電高校

第76回選抜高校野球大会の開幕試合で、愛

知の強豪と対戦。1点差まで食い下がる粘り

を見せました。

将棋研究会

第60回学生名人戦
（5/29・30 将棋会館・北とぴあ）

優勝　稲葉　聡（経営1）

3位　禰保拓也（経済3）

4位　山中恵介（理工2）

GO! GO! Ritsumeikan

齋藤里香さん

附属校のスポーツ�

問い合わせ先：学生センター�

文化・芸術�
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● 校友消息（判明分）

I N F O R M A T I O N

校友会・グループ 日 時 会 場 問い合わせ先

＊APU開学、学園創立百周年という大事業の中
で、校友会も大先輩の河原四郎会長をはじめ三
役の皆様の大変なご尽力・ご苦労のおかげで大
きく成長して参りました。このような中、河原
会長はじめ三役の皆様が、これらの事業が無事
終わったのを見届けられ、若返りをはかって今
後の発展を期するということで、ご勇退されま
した。私などは、大先輩の河原会長には氏が大
阪支部長の時代から大変温かく接していただく
とともにお励ましをいただいており、また、副
会長の諸先輩からも大変親しくご指導いただく
などしただけに、今回のご勇退にはとても淋し
い思いをしております。後任の山中諄会長（南
海電気鉄道社長、'65経済）をはじめ三役も決
まり、新たに山中丸が出帆しました。広報委員
会も新執行部の下で、少し変化しなければ…と
思っております。どうかよろしくご支援をお願
いします。 （ ）

＊我が後輩八田君の海外での活躍を知り、少し
の驚きと大きな喜びを感じている。フロリダで
のゴルフ部海外合宿の出発に際し、当時監督だ
った私が、「自分の身は自分で守れ。危険は外
にあるのではなく自分の中にあると思え」と言
った事を、確実に自分のものにしてくれていた
ことが、殊に嬉しい。帰国後の感想で、どこに
行っても全てを受け入れ、楽しむ気持ちを持つ
ことが一番大切だと結んでいた。後進恐るべし!
焦らず怠らず目標を達成されんことを祈念する
のみだ。他に、彼の先輩も今年中国人と結婚し
た。私にとって急に中国が近くなってきた。
APU出身校友も誕生し、ますます、日本に根を
張る私のような者にも、迎える国際化は大いに
楽しめそうだ。 （Ｇ）

◆木村碩志氏（'52理工）著
『こうすればゴキブリの
退 治 が で き る 』
新 風 舎 ＊ 1 5 0 0 円

◆柴辻政彦氏（'59法）他著
『ダブル・スタンダードの
芸 術 ― 未 来 を 拓 く
造 形 作 家 た ち 』
淡 交 社 ＊ 2 4 0 0 円

◆川村匡由氏（'69文）他編
『 社 会 福 祉 基 本 用
語 集 ［ 五 訂 版 ］』
ミネルヴァ書房＊1600円

『福祉学生のための就職
ハ ン ド ブ ッ ク 』
中央法規出版＊16 0 0円

◆鈴木元氏（'69経済）編
『新編ベスト・ハイク　
京 滋 の 山 』
かもがわ出版＊16 0 0円

◆寺西純二氏（'74文）著
『教頭先生 ! 出番です
よ―〈ナンバー2〉が
行 う 教 育 改 革 』
文 芸 社 ＊ 1 4 0 0 円

◆吉田俊弘氏（'78法）他著
『新しい国をつくる―
エリトリア、東ティモール、
アメリカ、そして日本』
旬 報 社 ＊ 1 4 0 0 円

山形県校友会総会 7/ 3(土)17：00 湯野浜温泉瀧の湯 奥山正明 0237(86)5215

香川県校友会総会 7/ 3(土)16：00 ホテルニューフロンティア 酒井成徳 087(886)9527

広島県校友会北部地区設立総会 7/ 3(土)17：00 ひろしま国際ホテル 松島哲也 082(814)8839

山口周南地区校友会総会 7/ 3(土)18：00 ホテルサンルート徳山 小西ヨシ子 0833(41)0412

清和会総会 7/ 3(土)16：00 京都全日空ホテル 立命館中・高 075(645)1051

ESS-OB会総会 7/ 3(土)15：00 京都第2タワーホテル 太田猛 075(465)8187

八幡支部（京都府）設立総会 7/ 4(日)13：30 松花堂資料館 奥村公平 075(983)1361

群馬県校友会総会 7/ 4(日)14：00 ウェルシティ前橋 金子嘉男 0277(72)1626

神奈川県校友会総会 7/ 4(日)14：00 崎陽軒本店 長谷川貞栄 045(929)6440

大阪校友会年次大会 7/ 9(金)18：30 ホテル阪急インターナショナル 大阪オフィス 06(6201)3610

スポーツフェロー懇親会 7/10(土)18：00 京都パークホテル 川本末夫 075(381)5770

長野県校友会総会 7/11(日)16：00 ホテルモンターニュ松本 猿田誠 0263(36)3455

鳥取県西部校友会総会 7/17(土)17：30 米子全日空ホテル 大野木昭夫 0859(32)3308

愛媛県校友会総会 7/17(土)16：00 松山ワシントンホテルプラザ 岡本正志 089(956)6517

秋田県校友会総会 7/19(月)15：00 秋田ビューホテル 兜森勲夫 018(834)6871

Rits Greaters Society 7/23(金)18：30 東京ドームホテル 東京オフィス 03(5204)8611

岐阜県校友会第50回総会 7/24(土)17：00 ホテルグランヴェール岐山 折戸優兒 058(251)2240

広島県校友会西部地区総会 7/24(土)17：00 廿日市市役所7階会議室 平岡滋 0829(32)8383

出町北寮同窓会 8/28(土)18：30 石長松菊園 小野徳 072(661)4504

All Rits Party in Sapporo 8/28(土)12：00 立命館慶祥中学校・高等学校 立命館慶祥中・高 011(381)8888

岡山県校友会総会 8/29(日)16：00 岡山プラザホテル 守屋博司 086(232)0948

広島県校友会総会 9/18(土)17：00 リーガロイヤルホテル広島 松島哲也 082(814)8839

経営研究会同窓会 9/19(日)11：00 京都新阪急ホテル 黄瀬良平 0729(55)0836

徳島県校友会総会 9/23(木)16：00 阿波観光ホテル 板東　夫 088(652)8647

埼玉県校友会総会 9/26(日)13：00 ラフレさいたま 河本好令 048(752)1117

Rits ちば校友のつどい 10/ 2(土)15：00 船橋グランドホテル 島田元泰 047(395)7604

建設会総会 10/16(土)13：00 びわこ・くさつキャンパス BKC環境都市系事務室 077(561)2666

全国校友大会 10/30(土)17：00 ホテルグランヴィア京都 校友課 075(465)8120

叙勲　2004年春分

旭日重光章
西村章三氏（'58法）
元衆議院議員
瑞宝重光章
赤井達郎氏（'58院文）
元奈良教育大学長
旭日中綬章
北村春江氏（'52法）
元芦屋市長

東田　保氏（'60文）
元大阪府議
瑞宝中綬章
長尾久衛氏（'57院法）
元名城大学法学部長
瑞宝小綬章
木下新一氏（'49専工）
元京都府宇治地方振興局長

東村靖也氏（'50専法経）
元滋賀県警交通部長

笠倉　博氏（'57法）
元京都地裁刑事首席書記官

川端　弘氏（'60院文）
元公立高校長
旭日双光章
西村好男氏（'50専文）
元久御山町議

山中　務氏（'51専工）
滋賀ビルメンテナンス協会長
瑞宝双光章
衣川和宏氏（'50法）
西陣和楽園長

石田博文氏（'58経済）
元特定郵便局長
瑞宝単光章
岡本　薫氏（'51法）
元民生・児童委員

危険業務従事者叙勲　
2004年春分

瑞宝双光章
柴田伸一氏（'47専工）
警察功労

佐藤一二三氏（'49法）

警察功労

橋場　清氏（'52法）
警察功労
瑞宝単光章
古田譲治氏（'53法）
警察功労

褒章　2004年春分

黄綬褒章
柊　昭二氏（'49専文）
三洋織物社長
藍綬褒章
山田信之氏（'48専法経）
保護司

就　任

野副明邑氏（'62理工）
三菱アルミニウム(株)社長

西村　隆氏（'63法）
びわ湖放送(株)社長

野島英夫氏（'64経済）
(株)ダイヤモンドシティ会長

渡辺康夫氏（'65法）
日本管財（株）常務取締役

寺岡史法氏（'66理工）
(株)東海理化電機製作所副社長

根来良成氏（'69経営）
(株)ジャパンメンテナンス社長

藤井　勉氏（'71理工）
(株)東京衡機製造所社長

松橋　徹氏（'75経済）
(株)55ステーション社長

訃　報

小林幸男氏
（本学名誉教授・元産業社会学
部長）
3月10日ご逝去。81歳。

岡田　操氏（'57法）
（元大分県校友会副会長）
3月16日ご逝去。69歳。

逸見英夫氏（'56法）
（宮城県校友会会長）
3月29日ご逝去。73歳。

●校友会・グループ インフォメーション

編 集 室 か ら

立命館学園債を下記のとおり募集します。
○ 募集総額：10億円
（募集総額に達し次第締め切らせていただきます。）
○ 発行日：2004年10月1日
○ 償還日：5年据置の2009年10月1日に全額を償
還いたします。

○ １口：500万円（口数自由）
○ 利率（予定）：利付国債（5年）に準じる予定
○ 申込受付（予定）：
2004年8月1日～2004年9月30日

※ 詳細につきましては7月末に決定し、ホームページ等で
お知らせいたします。

※ この学園債は本学園の施設設備充実資金として使用いた
します。

「立命館学園債」についてのお問い合わせ先
〒603-8577 京都市北区等持院北町56-1
立命館大学財務部経理課（立命館学園債担当）

E-mail keirika@st.ritsumei.ac.jp

BOOKS 校友会へご恵贈下さいました本の中から
紹介させていただいております。

立命館学園債を募集します!

価 格 は 本 体 価 格 で す 。
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